
一
郎

堀
内
一
郎

つ

れ

づ

れ





　

　
も
く
じ

一
郎
つ
れ
づ
れ　

�

1

句
集　

堀
内
一
郎
集
〔
八
幡
船
社
刊
復
刻
）�

105

思
い
出
す
ま
ま
に　
　
　
　
　

佐
藤
喜
孝�

213

思いにまかせぬのが人生。

思い通りに出来ぬのが俳句。

だから人生があるように。

だから俳句があるように。

夢があり、旅がある。

堀内一郎



2011年11月5日　カフェ傳にて



1

�

無
人
駅
無
人
交
番
寒
明
け
る

春
一
番
自
転
車
起
こ
す
こ
と
も
な
し

猫
や
な
ぎ
見
て
ふ
る
さ
と
へ
帰
る
こ
と
に

む
す
め
よ
り
禁
酒
進
言
ひ
な
あ
ら
れ

信
仰
は
ひ
と
つ
の
遊
び
鳥
雲
に

ほどほどに酒も縁や春一忌

　得意先である新宿末広亭との縁は、創始者の席亭北村銀太郎氏からで現

在は四代目席亭北村幾夫氏と、長いお付き合いになる。

　お邪魔するのは一番太鼓が鳴る十一時半頃か夕方五時の入れ替え時を目

途にしている。今年の正月は久し振りに「まねき猫」さんの物真似に出会

えた。ピンクの和服もお似合いで、ふくよかな表情が客席を和ませる。私

は畳席の脇で拝聴する。種々の鳴声の合間に発声の基本から指導もなさる。

例えばO音からA音へ徐々に声を上げてゆく呼吸法など健康にも十分適っ

ている様である。お開きに申歳の猿声も威勢よくお客様の一家繁栄を祈念

して〝猫の盛り〟ならぬ〝猫の恋〟の披露も目出度く賑やかに。

2004/2/21　先負
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石
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春

石橋を叩いて渡る桜かな

　NHK 衛星第 2で「送ってみようケータイ俳句。春色満載・写真俳句や

情熱の恋文俳句続々★生放送で決まる大賞作」が放映された。九十過ぎと

言われる女優、原ひさ子氏の出題によりケータイ句会が始まった。

　ねじめ正一氏（俳号エジソン）は沖縄へ飛んで女学生に句会の指導をな

さる。金子兜太氏はスタジオで若手四、五人と選句選評をしていた。兼題「春

の色」席題「恋」写真題と即興題は「ケータイ」ケータイを通して俳句を

アピールした。しかし前途遼遠、ベストワンは ,

 春色と呼ばれるようにがんばるね 

2004/3/27　友引
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の
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身
の
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病
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と
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手賀沼やずきんずきんと蘆の角

　四月は各所で多くの桜を見ることができた。福島矢吹では私の植えた「そ

めいよしの」も十数年経って他に負けぬ花をつけていた。帰路に立寄った

白河南湖の桜も満開。そのあと「かまつか」吟行では地元高橋秋月氏の世

話で安孫子文人旧跡を巡り、手賀沼の桜並木を「水の館」まで歩いた。

　布佐の斉藤嘉久氏を思い今は亡き渡辺潔・渡辺延子氏夫妻を偲ぶ。

　萱句会は町会行事と重複不義理していまったが、町会では御殿場にある

秩父宮記念公園を訪ねた。ここも牡丹桜の花吹雪。昭和天皇から贈られた

と言う。登山姿の銅像の向うに雪富士がくっきりと聳えていた。

2004/4/24　友引
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萬次郎の裸婦つつじ燃ゆ蒲公英もゆ

　四月の末に、ウィーンで見た「45 歳以下の日本人建築家の 45 人展」

が北浦和の埼玉県立近代美術館で開催された。会場は公園の中にあり

ウィーンより詳細でスペースも広く良い雰囲気であった。現代建築の先鋒

と言うべきものであろうが私には夢の世界である。息子、堀内信男の作品

も飾ってあり難しいことを言っている。奴も愈々遠い存在になってしまっ

た。一階で内外の名画を鑑賞帰りはアメ屋横丁の雑踏を往復、妻とラーメ

ンを食べて帰る。

2004/5/16　赤口
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病院を一歩出たしと父の日や

　『萱』品川吟行の後、風邪熱かと思い掛かりつけの米谷医院で風邪薬を

もらったが、翌朝先生から電話で血液検査の結果、急性肝炎の疑いがある

と言われた。早速紹介状を持ってお馴染みの国立国際医療センターへ、呼

吸器科で診察即日入院と決まる。

　それからが大変、上部内視鏡を二度、下部内視鏡を一回、ＭＲ、肺活量

エコー等々。最後に血管造影で終了、平静に戻る。一旦退院７月１日に入

院。７月６日七夕の前日に手術を受けることになった。

　約十時間かかるという。運を天にまかせよう。

　梅雨の晴れ間に大隈講堂時計塔のずうっと奥に薄っすらと筑波山が見え

る日がある。佐原の思い出など、なりよりの救いである。

2004/6/18　大安
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豊島園に花火が揚る北病棟

　見舞いの方には手元の葡萄の葉書を返事にしている。いつも立秋の頃、

田舎から葡萄を送ってくる。

　本家の立子氏（従姉）分家の武男氏（従弟）で、今年は武男氏から巨峰

（種無し）を送ってきた。病室に一房小さな笊に入れて食卓台の上にのせた。

そんな訳で二十数年拙いが葡萄を礼状の替りに出してきた。

　主治医の寺嶋先生から術後の説明をうけた。胆管は癌であった。退院し

たら店を直したいとか、句集を出したいとか、南画を書こうなどと欲は深

い。

　癌に負けては居られない。

2004/8/7　先負
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母恋ひのとげ抜き地蔵秋の声

　病院の昼食にうどんが出た。伸びて不味かった。

　うどんと言えば足利行道山の「山のうどん屋」、手打ちの美味しかった

こと。吉見百穴のうどんも忘れられない。

　夏季鍛錬会で伊香保へ行ったとき水沢観音で昼食が水沢うどんだった。

ボルガなど句会の後、高田きみえ様推奨の新宿西口のうどんも中々絶品

だった。確か三国一と言うお店である。

　ゆうゆうの里を一行で訪ねたとき、きみえ様のご主人から昔の篠原梵の

話を聞いた。篠原梵が女の紐であった話である。彼の高潔の反面人間味を

感じ嬉しい。

　〝うどん〟で昔を思い出す。

春驟雨母のうしろの笊にうどん　　　宮津昭彦
　2004/8/19　赤口
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浅蜊い蜆い昭和は遠し秋の暮

　九月五日退院の日早朝、外来入口の管理人の脇の書架に句集があるので

手に取ると、昔暖流同人、山口孝枝氏の句集『思ひ草』だった。私は午後

この句集と一緒に退院した。

　九月八日に新宿区俳句連盟へ。九日に東一句会へ久し振りに俳句を堪能

することができた。

　関ただお様のハガキを紹介しよう。

「〝東一〟の貧乏時代に知り合い、俳句で知り合い、又『暖流』で一緒にな

り不思議な縁ですね。東一俳句もどうやら続いていますのは皆様のお陰で

す。あまり俳句はうまくなりませんが俳句のおかげで楽しい毎日を送って

います」と。さて昨日の〝東一〟の作は絶品と思う。

指入れて土の湿りや蟬の穴　　関ただお

2004/9/20　友引
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渡
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神
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信
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ら
注
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か
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信
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人
間
を
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去
年
今
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初
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の
前
に
も
一
度
手
を
洗
ふ

地に足の着かぬもよけれ阿波踊

　九月二十五日、清水哲男氏のホームページ「増殖する歳時記」に瀧春一

作品が登場した。

　　をさな子はさびしさ知らね椎拾ふ　　春一
　清水氏は高浜虚子作品と比して

　　膝ついて椎の実拾ふ子守かな　　　　虚子
　「虚子のような直球は投げてはいない。かなりの変化球だ」と言い、春

一を「センチメンタリズムを詠ませるとこの作者はいつも格別な才気を発

揮した」とある。

　この日私は偶然にも午後業界仲間である大島修三氏の令室大島清子氏の

葬儀に瀧先生宅と同番地の環八沿い砧二丁目の東京メモリードホールに参

列していた。

2004/10/11　大安
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もう一度寝釈迦に逢はむ紅葉酒

　今村映水先生の奥様の訃報を聞き驚いた。

　東一句会では多くを語らぬ先生。謹んでお悔やみ申し上げます。

　内の長男が小さい時から呼吸器で喘息発作があり小児科の、その時の医

師が今村先生。小学校を出るまでご厄介をお掛けしたものである。当時は

外来は右の坂を下って現在の裏側からはいったものだ。その息子も現在で

は元気で余丁町小学校で日曜などテニスを教えているようだ。

　今更ながら今村先生に感謝申し上げます。

　『萱』9月号に「うどん」を載せたら足利の萩原あや子さんから電話があっ

て行道山の、あの〝うどん〟をクール宅急便で送ってくださった。名物に

は銘品をと伊勢丹から「天一」の天ぷらを買ってきて一家で食べた。美味

しかったこと。

　西糀谷の関医院、関忠雄さんからも葉書を頂いた。嘗ては国立病院の先

生、昔の思い出に耽っている。� 2004/10/23　霜降

月
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後
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水
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邪
心
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わ
が
家
よ
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他
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沈
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ま
し
く

鶴折ってせめて明るく冬篭

　退院後、句会吟行には近間は極力参加するつもりでいるが、如何せん気

が沸いて来ない。徐々に萎んでいくようだ。先行き不安のせいであろう。

でも歩くより胸の振動が少なければと膵　皆の反対を押し切ってバイクに

恐る恐る乗ってみた。二度三度試みたが、何れ四谷辺りまで若葉の鯛焼で

も買いに行ければナーと思っている。

　俳句も家に籠っていては出来ない。表へ出て皆んなに会って作るしかな

いようだ。

　11 月 23 日勤労感謝の日に業界理事ＯＢの集まり「無双会」が明治記

念館で行われる。偶然にも私達の 49回目の結婚記念日に当る。

2004/12/3　先勝
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手袋に右左ある寒さかな

　年末から身体に変化が起きて元旦を境に多量に出ていた膵液がピタリと

止った。1月 24 日に外科担当医、寺島裕夫先生の手により腹部のチュー

ブを外すことができた。一安心、ホットした。先生も満面の笑みを浮かべ

ていた。これで再手術の心配はなくなったのである。

　昨年 5月 28日入院、９月５日退院以後現在まで四六時中介護してくれ

ている家内には感謝の言葉もない。

　心配をお掛けした各位に厚く御礼申し上げる。10 ｷﾛ減った体重も 2 ｷﾛ

増えてきたし元気も出てきた。体重増加が如何に大切なことか、思い知っ

た。お陰様でこれからは自由に外出も入浴もできる。

2005/2/4　先勝

廃
校
の
ふ
と
こ
ろ
さ
く
ら
一
列
に

は
ら
か
ら
を
九
段
に
忘
じ
初
桜

戦
友
会
枝
垂
桜
に
ひ
ざ
ま
づ
く

君
が
代
は
呟
き
て
こ
そ
花
ひ
ら
く

花
万
朶
年
は
消
す
も
の
取
ら
ぬ
も
の

花
ち
る
や
成
る
や
う
に
な
る
一
段
落

高粱米を負ひ春宵の葛西橋
　2月 18日亀戸駅北口商店街に「梅まつり」の旗が揺れていた。
　そば屋で昼をすませ、亀戸天神正面から入ると太鼓橋が見え橋の上から
は梅は未だしの感である。遠目には枯一色、近づくと白梅は精緻な光を湛
えていた。三々五々参拝神社を一巡りして句会前の一時を舟橋屋で「くず
餅」に寛いでいる。平穏な時間。
　思い出せば 60 年前、昭和 20 年 3月 10 日、出張先の富永精機亀戸工
場で夜分 B29 の空襲に遭い、同行従業員の実家の市川へ避難した。翌日
工場へ戻ると旋盤だけが焼け残っていた。
　近くの川には多数の人間が浮いている。福島への帰路、上野駅まで歩い
たのだが道路に馬が殪れ兵士がスコップでトラックへ死体を揚げていた。
　左手の亀戸天神は鳥居が煙の中に立ち、亀戸駅の階段には白骨が重なっ
ていた。この吟行、千載一遇のチャンスで肩の荷を降ろした思いもあるが、
何故かいつまでも空しさが残る。
　東京大空襲から 60年となる 3月 10 日、台東区は「平和のつどい」を
浅草公会堂で催すと言う。

2005/3/6　友引
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天皇陛下万歳と言ふ桜かな

　三月二十日は私の誕生日、お彼岸なので家の者と山梨へ墓参に。車が混

むので朝六時自宅を出発、幾つものトンネルを潜り七時半頃菩提寺に到着

した。大分寒いが寺のしだれ梅は満開である。

　墓掃除供花線香を済ませて堂内で小憩、また甲州街道へ交差点に出ると

左側に故武井久雄様の武井医院の看板が目に入った。医院は健在である。

　帰りはこの十字路を右へ本家のある相興中尾を通り、一宮神社の脇から

後方に雪の南アルプスを眺めつつ新宿へ、往き帰り真っ白い富士に出合え

たのも記念すべき一日であった。

　その足で萱句会へ。
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　四月号後記で空襲を三月十日夜分としたが未明であることが戦災資料セ

ンター吟行で解った。先日亀戸へついて、その夜灯下管制のちゃぶ台の上

に蜜柑がのせてあるのを思い出した。未明の空襲で三月十日、その日のう

ちに市川を往還したのである。福島へは恐らく夕方には戻ったのであろう。

　疲労困憊母に起こされ会社から大変叱られた。遅ればせ乍ら工場の様子

を伝えた。

　六十年間の勘違い。ライブドア、フジテレビが世を騒がせた。我が河田

町で創立、お台場で大発展したフジテレビジョンは現在も町の有力な町会

員である。

2005/5/1　先勝
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二度あひて三たびの別れ五月尽

　結社誌は締切りもあり期日に届くのが常だが所によって早目に来るのも

ある。

　スランプだと何時も追い掛けられている。追いつき追い越すには自分を

いつも燃やして、いなければならないのが俳句。

　さて、今年出句で大変失礼して仕舞った。（黙っていれば判らぬことだが）

すらすらと口を突いて出来た一句。授かったと思っていたら古いものを見

ている中に十二年前に出ているので吃驚した。「白し」「ひかる」の下三字

の違い。焼きが回ったのである。

　瀧先生曰く「授かりものには今後十分気をつけよう」

2005/6/5　友引
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菖蒲湯やをとこは創を労りあふ

　昨年 5月 28日、国立国際医療センターに入院、９月 5日に退院やがて

一年になる。

　思えば昨年一月の「萱」城ヶ島初旅での失態、「萱」の皆様に改めて、

お詫び申し上げる。あの時の腹痛は胆管結石の前兆だったと思う。城ヶ島

から自宅まで、ご同行願った小島良子様、佐久間純子様には当分頭が上ら

ない。

　さて、今年に入って５月に保護司会の面々と山形県、温海温泉へ。6月

には「かまつか」福島県、会津一泊吟行に無事参加できた。

　山形の最上川船下り、瀧水寺大日坊神助海上人　即身佛、湯殿山跣参り、

会津は東山温泉泊。猪苗代湖畔散策、野口英世記念館見学、白虎隊の飯盛

山が印象にのこる。

　お蔭様で少し身体に自信がついてきた。� 2005/7/3　先勝
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　年を取ると何事も億劫になり勝ち、動きが鈍くなる。どの町にも大概高

齢者クラブがあって各区も高齢者のための活動をすすめているようだが、

世は介護産業も発展している。その点元気になって句会も吟行も私にとっ

て大変意義あるものになってきた。

　先日も萱の仲間に誘われて品川区の林試の森吟行に参加した。この森は

区民、一般にも開放され広大な緑地に大きな木々が保存されている。中に

は水場もあり、久し振りに子供らの水遊び風景を見たり、ひそとある蘆、

紫陽花の沼、或いは緑陰に蜻蛉、鯉、亀などの棲む大きな池、門を出ると

辺りには檜扇が咲き誇り水車が廻っていた。お蔭様で懐かしく楽しい一日

であった。私には「魂の移動」であり、若い人の様には行かないが、この

移動の慣れが今、私に必要なのである。

紐
育
に
て
紫
陽
花
の
青
い
時
間

大
聖
堂
燭
を
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字
に
切
り
て
夏

女
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を
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夏
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居
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へ
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禍いの福にかはりし暑さかな

　『萱』の林試の森吟行は私にとって何時になく好成績だったと思ったが、

先を急いで中途で退席したのが失敗の始まり。新宿駅西口改札を出て、財

布がポケットに無いのに気が付いた。諦めていたが 7月 19日早朝、大崎

警察署から電話が掛かり荏原在住の上原博様が拾得、届けてあるとの連絡

であった。（目黒駅から転送の由）早速、大崎署へ駆けつけ、財布を受け取っ

てきた。帰ってすぐ拾い主の上原様（電話不明）には早速礼状を添え、些

少だが御礼をお送りした。

「良いあと悪い」とよく言われるが、翌日夜分上原様から電話が入り一件

落着した。

　7月 20日は父の祥月命日であった。反省しきり。

2005/8/27　大安
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蓮ひらく十三夜とは櫛の店

　この度の衆議院解散は驚きだが小泉首相の決断はいたし方ないだろう。

刷新を望むしかないと思っている。私の地域町会連合会でも既に春から動

きがあり、これが良いものか悪いものか。郵便局存続つまり、郵政改革反

対の署名運動であったが、私の町会では有志のみとした。始めに反対あり

きでは納得いかない。当町会としては会則の第二章、目的の項第四条「政

治に関与せず」を忠実に守った。地区町連でも郵政協力会に名を連ねてい

るが、これは可笑しい。選挙になったが良い方に向かって欲しいと思う。

今年は国勢調査もあるし町は忙しくなる。　

2005/9/17　先負
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ブテックは女の時間かなかなかな

　8月はニューヨ－クへ。９月に入ると業界旅行で伊東米若荘へ。選挙が

終わって『萱』一泊勉強会へ、国勢調査の途中で 25日から町会連合会の

鴨川研修旅行へと忙しい。この間、町の秋の全国安全運動にも参加する。

身体は順調だが酒類は控えている。それでも旅へ出ると収穫はあるもの、

ナイヤガラの瀧、テロのグランドゼロ跡地、海上から見た女神像、国連本

部等々。もう二度と見ることは無いだろう。伊東米若荘の入口の虚子の句

碑は思い出に。

ほととぎす伊豆の伊東のいでゆこれ　　虚　子　　

2005/10/1　大安
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石榴裂け地球にテロの無くなる日

　退院して 1年と 2ヶ月、身体は順調だが通院と薬は続けている。家業

は内のものに任せて会計帳簿だけにしているが、ときたまバイクで外交に

出掛ける。まだ貧乏性があって、もの足りなさ淋しさが残っている。サラ

リーマンの定年はこのような心境かもしれない。あとは町会長だから行政

の連絡事項がのべつあって出席するが大方は雑用である。

　私事だが先日、大木戸の四谷地域センターで年末調整の説明会を２時間

聞いてきた。結局は配偶者控除と老年者控除が廃止され増税なのである。

業界も不況だし気分は俳句　どころではない。されど俳句。

2005/11/1/　友引
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師走風人に後ろは見せまじく

　平成 17年はライブドア、フジテレビ問題に始まり、郵政改革の旗印の

下に衆議院総選挙小泉劇場の大勝利が賑やかに世を占め、後半は目を覆う

少女誘拐殺傷事件、耐震データ偽造、証券発信ミスと何れも仁義なき生命

軽視の戦いである。北朝鮮の拉致事件など影が薄くなったことは誠に残念

である。タバコ、第三ビール税値上げ、種々控除削減削除など今後どうなっ

てゆくのか弱者は潰されてしまう。切羽つまれば姉歯氏ではないが悪いこ

ともしたくなる。

狂へるは世かはた我か雪無限　　目迫秩父　　　

2006/1/23/　大安
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万里の長城荒涼として初霞

　娘のすすめで 1月 2日、早朝成田から北京へ飛んだ。午後 1時 30分（中

国時間）北京空港に到着、ここは氷点下で格別の寒さである。その日はホ

テルで休息、翌日3日はバスで十三陵へ。中国皇帝陵は十三あるそうだが、

ここの一ケ所だけ発掘されあとはそのままにしてあるそうだ。皇帝の柩は

階下の、厳重な幾つもの扉の奥に皇帝お后と二つ並べて置かれてあった。

皇帝博物館には副葬品が飾られ往時を偲ばせる。

　そこから又バスで万里の長城へ、家族を下の集合地に残して番小屋の四

つまで登って降りてきた。

　周囲はただ荒涼の初霞。

2006/2/5　友引
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入口に傘立のある梅点前

　新宿区俳句連盟会報の『彩雲』は 2月を以って 615 号を迎へた。縁あっ

て戸山社会教育会館で句会が出来るのも瀧春一先生はじめ代々の会長並び

に運営委員会員の情熱と、協力のお陰である。

　思へば昭和 25年戸山ハイツ 1号地に『みどり』発行所（松本翠影主宰）

があった事も幸いしたが、ハイツ周辺の少数の俳人の手によって新宿俳連

は発足したのである。「俳句を新宿区文化活動の一環として」の要請はハ

イツの佐々木元三氏が新宿区教育委員会へ足を運び、同委員会内に事務局

を置くことになり、氏のガリ版で新宿俳連会報第１号が発行された。

　大木戸の四谷公会堂で昭和 28年 10 月、岡田昇三区長並びに都内の高

名俳人出席のもとに盛大に新宿区俳句連盟の発会式が挙行された。

2006/3/20　仏滅
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万愚節古き手紙は取っておく

　平成 18年 3月 20 日は小生の誕生日、やっと八十歳になった。俳句は

さびしいが、吟行にも参加するつもりでいる。先日、亀田虎童子様の言で

電子辞書を見ると「出る釘」は見当たらず「出る杭」が載っていた。ここ

が天と地になる。有難く修正させて頂いた。

　3月 23日、小石川後楽園へ行くと枝垂桜は見頃で染井吉野もちらほら、

24日の柴又吟行は参加出来ず残念だった。当日は午前中、余丁町小学校

の卒業式へ午後は牛込警察署の「春の全国安全運動」説明会と忙しい。一

線を退いてからもこの役があり、俳句があるから身体が保っているのかと

思う。さて、4月 2日は朝から雨の予報であったが、心配も見事外れて新

宿御苑の桜も満開で、町会婦人部のお花見は大成功だったそうだ。

2006/4/8　先勝
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行く春や大隈像は杖を突き

　久し振りに吟行に参加した。昔、大隈講堂で徴用者の壮行会があって、

詩吟神風流岩淵神風が大楠公「豹は死して皮を留む」を詠ったのを覚えて

いる。新入生歓迎の応援団の騒ぎの中を大学構内に入る。5号館 1階の坪

内逍遥記念館、2階の六世中村歌右衛門特別記念室、3階では古代の伎楽、

記念室、3階では古代の伎楽、舞楽、散楽と中世の能、狂言、近世は歌舞

伎人形浄瑠璃、新派、新劇、新国劇、喜劇ミュ一ジカルまでタイムスリップ。

　最後は秋艸道人の書並びに膨大な中国の蒐集品には驚いた。俳句は出来

なかったが、興味津々大変勉強になった一日。帰路、夏目漱石終焉の地猫塚，

多聞院の松井須磨子の墓と，皆様には忙しい思いをさせて仕舞った。深謝。

2006/5/1　先勝
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晩年は歩幅を数へ紋白蝶

　5月 2日に相模湖正覚寺第 28回句碑祭に出席した。東京は晴れていた

が相模湖は本降りだった。正面入口の石段を登る。右側 3、4段目の私の

句碑「母の日や」は健在。受付の前に，瀧先生の白蝶句碑に合掌。3人句

碑に佇む。それぞれ苔むして歳月の重たさを感じる。裏山の瀧つつじは 3

分咲き未だしの景である。正覚寺庵主の山田咲花老師は 97歳とか矍鑠と

して挨拶された。句会は 52名、盛会裡に執り行われた。さて、小生は不

発だった。今井とし江様を頼りに、小川まさ子，天野みゆき様不在は何故

かさびしい。

　帰りは相模湖駅まで上野原の仲間が自動車で送ってくれた。地元各位の

歓迎に感謝。

2006/5/14　友引
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俳諧は素心仏心石鹸玉

　週末は「宮廷女官の誓いチャングム」（ＮＨＫ土曜夜 11:10）を妻と見

ている。16世紀初頭の朝鮮王朝宮廷料理人の権力争い。チャングムはや

がて王の主治医になるまでの物語で現在のポスト小泉首相憶測にも重なり

興味津々である。

　昨夜 5月 27日の「新たなる挑戦」は医女を目差して朝廷へ復活のチャ

ンスを狙う猛勉強苦学の場面に入った。やがて鍼医学の画面に及ぶと文献

が現れ一瞬だったが、日本海軍軍医云々で東一句会の山下久三夫 ( 大杉 )

先生の名前が出て、研究の資料が映し出された。現地での鍼研究の話は聞

いていたが、まさかの巡り合いである。嬉しくも懐かしく。

2006/5/30　友引
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止むをえず八十を越え冷奴

　清澄庭園、芭蕉記念館は何度か訪ねたが、万年橋は遠くから眺めた程度

だった。この度は深川の芭蕉記念館へ暖流，中央俳連、萱の俳縁工藤伊代

子様の追悼句会に参加した。さて、工藤夫妻には暖流、新宿俳連、私個人

も印刷の面で大変お世話になった。その昔夜分バイクで皇居前から呉服橋

に出て東京駅八重洲口前を真っ直ぐ入り昭和通りの少し手前を左に入り左

側が工藤印刷で印刷機の間を抜けて座敷に上がったものだ。その頃は、お

婆さんも元気で猫も居た。万年橋で芭蕉像に逢えたのも伊代子様のお陰か

も知れない。界隈は紫陽花も見頃だったし深川で簾編む音を聞くとは、江

戸の風情をそれとなく。

2006/8/6　先勝
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卯波に一礼真砂女も盆の十五日

　梅雨ながら堀之内吟行は成功だったと思う。2日たって日曜日に家内が

蓮を見たいと言うので不忍池にしようか迷ったが、同じコースを歩いてき

た。蚕糸の森公園の大滝を見せ、妙法寺へ。丁度門前の環七道路で車の横

転事故があり警察は大騒ぎだった。7月 23 日は土用丑の日で御縁日。私

達は祖師堂へ上り「家内安全」の祈願をして頂く、鐘木魚が鳴り雛僧の読

経が始まる。するすると目の前の御簾が上がり日蓮祖師像が現れた。私も

数珠を構えて南無妙法蓮華経、有難い一日になった。さて、拙書「わすれ

くさ」で大正天皇御産殿移築を真盛寺庫裡と書いたが誤りでこの吟行で宗

延寺客殿と解った。不備をお詫びする。

2006/8/6　先勝
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蓮池は遠目に花を隠し持つ

　終戦記念日を過ぎ 8月 18 日の小石川後楽園吟行は何時より懐かしい。

私は庭園の外側を辿り今までとは違う風景を廻る。西行堂から由緒地名を

学習しつつ東門出口へ内庭を過ぎ愛宕坂の石段上から大池を見下ろすと遥

かに仲間達が歩いている。花は睡蓮と蓮が目につくのみ、最後に朱の橋を

渡り会場の円月へ、昔二度ここと奥の部屋で出版記念会をしたことがある、

一つはかまつか主宰、金子麒麟草の句集出版記念会と、もう一つは筒井恒

「恒山詩藻」と言う漢詩集出版記念会であった。筒井氏は盧溝橋事件の連

隊長。その中に昭和 20年 8月 18 日作「終戦詔書」があり「聖断無辺停

戦なり、微臣愧ず可し死余の生、神洲不滅誰か疑はん、恭しく詔書を拝し

て泰平を開かん」とある。偶然同じ日。

2006/9/22　友引
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息吸って止めてください草の花

　シドニーは煉瓦造りの整然とした町だ。ところどころビルも聳えている

が大方は旧きものを遺している。地震のないせいであろう。外観はそのま

まに中は現代風でメーカーが店を並べている。町の色はレンガ色、薄いピ

ンク、白等淡いものに統一されているそうだ。この落ち着いた雰囲気が旅

行者を和ませる。交通はバス、電車の時間が当てにならないから自家用車

が主になっている。町の信号は案外少なく自転車は走っていないかった。

ネオンは点滅禁止。しかし、コカコ－ラは罰金１億円を支払って点滅を許

可されている。サラリーマンの昼休みは午後３時までで午後５時に仕事は

終わる。店も午後６時に閉店する。日本に比べて国も広いが国の方針、人々

の心の豊かさを感じた。その反面、節水・乗車時のシートベルト着用等細

かいところに大変厳しいようだ。おおらかだが締めるところはしめている。

　ホテルでテレビを点けると紀子様、親皇ご誕生のニュースが流れた。
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　９月５日夜９時過ぎ、娘に連れられてオーストラリヤ・シドニーへ成田

を飛び立った。９時間 25分で向こうへ着く。機内で時計の針を１時間す

すめた。気にいらぬ旅だが家内が旅行好き故ついてゆくしかない。シドニー

空港には朝７時過ぎに到着。入国手続きが済むとバスで水族館へ、大きな

鮫が泳いでいた。小中学生の見学もあり賑わっていた。港なのであろうか

東京の鳩のように鴎が寄って来る。待合室でコーヒーを飲んでいると店内

のケーキ・パンなどを海鳥たちが攫ってゆくが店員は全く無頓着で気にし

ていない様子である。お国の違いであろうか、声も立てず手で追う程度で

おおらかなのである。つまりコセコセしていないのである。異国へ来てリ

ラックスできた。しかし昼に食べた橋向こうの

中華そばは旨くなかったナァ。その夜は近くのホテルで一泊。翌朝はブルー

マウンウンテンへ。

　ブルーマウンテンはシドニーから西へ 100 キロ、ユーカリの大渓谷が

広がる世界遺産だ。高原のホテルで２泊。この辺は桜が咲き始め、ホテル

の石楠花は花盛りだった。シドニーは早春なのである。急斜面の鉱山トロッ

コのスリル。動物園のコアラ・カンガルー・孔雀・みみづく、名の知らぬ

原色の怪鳥には目を瞠った。煉瓦造りの町、あのオペラハウスの幻想的な

夜景は忘れられない。間もない私には感慨の旅となった。

2006/10/13　大安
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木に登るから秋風が見えてくる

　陽気も良くいよいよ俳句の季節。先日「かまつか」の吟行で水上から天

神平へ、山々は薄紅葉であった。皆と交流出来たことは私には大変刺激に

なった。さて、馬齢を加えて閃きは激減、拙さで纏めるが、まさに締め切

り一郎。電話で忘れることも、これから月予定表に書き込むことにしよう。

　最近町会、行政の行事会議などで大事な句会をやむなく欠席するように

なってきた。今までそう感じなかったが、齢のせいであろう。例えば全国

秋の交通安全運動、防火防災訓練、赤い羽根募金、区長選挙等たて続けに

町会に駆け込んでくる。いいはいいはの、依頼がいじめに思うようになっ

てきた。子供苛めの被害が叫ばれるが町会にも配慮が欲しいものだ

2006/11/17　大安
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年行くや人生と言ふ毀れもの

　人に相性があって、大方は九星・生年月で掴める。結構抜け道があり、

吉凶プラス・マイナス・ゼロにもなる。本命は凶、月命吉で助かり干支で

難を逃がれたり。私の処など家内が五黄申で、私は二黒寅の反対側に位置

し大凶だが、九星では土星同士比和関係にある。だから五十年何とか持っ

たと思っている。六十歳を過ぎると相性の善悪はなくなると或運命書に書

いてあったが、高齢になれば酸いも甘いも解って丸くなる。新しい暦が来

ると遂思い出す。

相性はあつて無きもの今年酒

2006/12/16　大安
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明日とはきのふの今日や初しぐれ

　十月は地元町連合会の研修で伊那市高遠町へ、快晴に恵まれ杖突峠から

の紅葉は絶景であった。高遠は内藤頼直が最後の藩主で新宿区との交流が

深く新宿御苑の内藤家も現在、内藤町一番地にある。仁科ホテルの懇親会

では高遠町町長も来て挨拶していた。2日間地元の職員に案内され古跡を

見て歩いた。国指定史跡城址唯一の建造物、進徳館。臨済宗建福寺（武田

勝頼の母、由布姫の墓）浄土宗満光寺は内藤家菩提寺で一族の墓が落葉の

中に。

　これは私だけ訪ねた日蓮宗蓮華寺だが、ここには絵島の墓があって、女

人像が珠を手に立っていた。高遠城址公園の桜紅葉の中に句碑が一つ。

花を花をきて花の中に座り　　井泉水

2007/1/13　大安
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上海は一と月遅れ姫つばき

　暮れになっていろいろなことが起きた。弟が国立病院で診療の結果膵臓

がんと解り担当医に呼ばれた。家族と同席したが医師ははっきり弟の余命

を告げた。昔は考えられなかったことである。私も大変ショックを受けた。

私は私の手術後、弟達を中心に営業してきたが弟が入院闘病となれば、こ

れから少しづつ仕事に手を出さなければならない。運転免が今年で切れる

が、止めようと思っていた免許を更新すべく近々高齢者講習とクリーニン

グ師講習を受けることとした。われわれのクリーニング業界は不況の最中

にあるが、小生二黒土星中宮の八方塞りに。

　その後弟は退院し仕事に復帰したが、当分見守るほかは無い。

2007/2/17　大安
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林芙美子もんどり打って冬日射

　1月17日早朝、地元高齢者クラブの成田山初詣に出掛けた。この辺を牛込

地区と言うが、昔から比べると半分の参加者。それでもバス3台、150名と言う。

天候は小雨ながら若松町から約2時間で成田へ到着。大型バスの駐車場は何

時もの処である。成田山新勝寺へは上り坂で参拝はてんでに、私は受付に朱

印帖を預け本堂に参拝御札を納め、新たなものを頂き身代わりとして胸に入

れた。朱印帖を手にすると皆とは別行動、駐車場へ戻って向こう側を歩けば

いいのだが、本堂の前の石段を上がって町へ出た。二又に分かれて左へ行く

と、道が解らなくなってしまった。行ったり来たり、町の表具屋さんで聞く

と150メートル戻って三つ角の左側ですよと言う。在ったありました。三橋

鷹女像。昔お会いしたより少々お若く感じた。一礼して例の角の酒屋で甘酒

を嗜みながら鷹女像を眺めつつ昔に耽った。嫌なことの多いこの頃、この出

会いが私を勇気づけてくれる。� 2007/3/18　大安
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立春大吉肩の力を抜いてゆく
　私は俳句に恵まれたと思っている。終戦時空白の中、疎開地で句会に参
加したのが縁だが、俳句によって生かされてきたと言おうか、見えぬ方へ
引っ張られている感じである。昔は、「俳句を老人の玩具にしてはならない」
等と粋がっていたものだが、最近引っ張られていると思うのは、老いのせ
いかも知れない。さて、俳句も思わぬドラマを見せることがある。それは
父が東大久保（新宿七丁目）へ地所を求めようと計画していた時、先方が
中々首を縦に振らなかったが地主が偶然私の俳句仲間だったので、一郎な
ら。とスムーズに話が決まったのである。それは、梯子坂上の中村花秀翁（立
派な白い髭の方）で、戸山ハイツ松本翠影主宰『みどり』発行所の句会に
出入りしていたのと、西向天神梅鉢句会の庵主が細野宮司（俳号・掃丸）で、
私も両句会に参加していたので言わば「俳句」が私を信用して呉れたので
ある。細野宮司が保証人になって話し合いは芽出度く成立した。当時、一
坪千五百円也であった。現在、息子が建築した 3階の 1階を私達が使い
週一度か二度休息に通っている。� 2007/3/28　大安
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昔
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な
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る

春風や昭和は雲の中にある

　雪を忘れて何年になろう。東京の雪景色が恋しくなった。私にとって 2

月は大事な年で 2月 1日は母の命日、その 26日に例の二二六事件があっ

た。悲しみを抱いた少年は急の学校休みで早朝、母校の裏門から校庭の雪

景色を覗いていた。2月になると思い出す雪と悲みの日々、これは一生つ

いてる廻ることだろう。亡母の代わりに生まれた妹も 70才になって健在

である。

　従って私 10 才年上の 80 才。先日、練馬春日町の教習所で高齢者運転

講習も終え、都庁舎で無事免許更新を済ませた。

2007/4/25　大安
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朝
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へ
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々
紫
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花
に
囲
ま
れ
る

さるすべりまで手のとどく春の水

　石神井公園吟行に参加することが出来た。私の家から大江戸線練馬乗換

えで西武石神井公園駅に 30分で到着、便利になったものだ。まず良子さ

んとお会いして早速私なりに同業者の店を覗いて歩く。やはり商売が気に

なるのである。価格表を見ると私の店の約半値。この練馬地区も 30年前

の料金で頑張っているのだ。さて、吟行で伊藤一そう人さんに会えて良かっ

たと思う。氏から故玉置石松子、山本鬼木氏の名が出て思わぬ交流が出来

た。石松子さん「えんじゅ」を二つに分けて鬼木にしたのは知っていたが、

このことは初耳である。

　故人を思い起こさせたのは彼岸のせいであろう。

2007/5/4　友引
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と
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の
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の
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に
母
と
書
く

六月の旅線路とは錆びるもの

　『萱』5月号で萱の創刊10周年を知った。目出度いことである。これは『暖

流』解散時、会員の中に路頭に迷う人々の声が出て『萱』が出来たもので

今日に到ったのである。10年続いたのは亀田虎童子代表の牽引力と執行

部の献身的な努力のお陰である。お喜び申し上げる。

　私もこの 10年、2度の手術を行い運良く命を取りとめた。泌尿器科は

4月に 5年経過放免され、外科は 3年になるので飲み薬は不用になり後

は CT検査を待つばかり。弟が東一に通院、従って私も現役にかえり句会

など昼間の出歩きはままならぬが、弟から仕事を恵まれたと思っている。

　先日町会の旅行で館林のつつじと「あしかがフラワーパーク」の藤の花

を観賞してきた。翌日、『萱』の小島良子様から足利の荻原あや子様の逝

去を知らされた。何故か因縁を感じている。合掌。

2007/6/5　大安
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の
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泰山木の花潔白で押しとほす

　平成 15年 8月に市谷八幡神社祭礼を実施以来中止していたが、町の若

い人達から祭りの声が上がった。良いことであり賛否はあったが私、町会

長として賛成した。即、祭礼委員長にさせられてしまった。早速、皆で神

輿庫へ、必需品を調べ始める。いちばん草臥れているのは、祭提灯で二十

年経つとボロボロ、大人神輿の化粧綱も駄目で新しくする。河田町町会は

もともと屋敷町で現在も仕舞屋が多く大半は東京女子医大病院学校が占め

ている。奉納金の集まりが心配だが、みんなにせいぜい奮発してもらおう。

　祭礼は 8月 3、４、５日の 3日間。御神酒所、盆踊り会場は前回と同

じ都地下鉄大江戸線若松河田駅脇小笠原伯爵邸前広場である。都内では稀

少な、お囃子を先頭に山車大人神輿、子供神輿が町内を巡行する。

2007/7/12　友引
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桃を画く何んだかんだと猫が泣く

　私の店はバス停の前だから人通りは案外多い。地下鉄駅も出来た関係も

ある。薬局が増えたのは近くに東京女子医大病院、国立国際医療センター

（東一）があるからだと思う。

　近所にマンションも建って種々の人達の出入りが激しくなったが、私共

の商売には効果はなさそうだ。わが洗濯業界も安いチエーン店に圧されて

東京の組合員同業者も昔は 5,000 名あったのが今は 2,000 名である。そ

れに引き換えチエーン店は 2倍に、これは政府が物価統制を止め自由競

争に走らせた結果である。世代の交替もあろうが町の酒店、魚屋、八百屋、

惣菜店等は無くなりコンビニが残った。界隈さびしい町に。

2007/7/12　先負
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星
を
数
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弟に祭り見せんと思ひしに

　僭越ですが、ご指名ですので一言申し上げ献杯させていただきます。

弟、堀内浤は凄絶な最後でした。7月 7日まで仕事に生命をを掛けて全て

を燃やし尽くしました。息を引き取った後の顔は穏やかに、この混迷の濁

世から解放された安堵感です。家族が選んだ。一枚の写真。この遺影は私

達に笑顔を浮かべております。

　「千の風になって」ではありませんが

「私は眠ってなんかいません」

「私は死んでなんかいません」と言っているようです。

　これからも天上から遺された家族を見守ってゆくことでしょう。

　故人の冥福を祈りまして献杯いたします。ご唱和をお願いいたします。

　献杯！

2007/7/23　大暑
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目
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は
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れ
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金
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十
三
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な
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か
浮
き
う
き
人
の
影

土用丑ふるきのれんを守るべく

　弟を見送った翌日東一句会の会場受付を済ませた。今後、『萱』本部句

会が無くなると思うと淋しい。暖流の諸行事は、この戸山社会教育会館で

行ってきたので感慨無量である。私の処から会場は近いから早めに行くと、

いつも足利の荻原枯石、あや子さんがドアの処で待っていた。如何に瀧春

一先生を慕い暖流に愛着を持っていたか、図り知れない。自民大敗、安倍

首相は不運であり今年は変化の多い年と予想はしていたが世の変わり目と

私は思う。

　さて、悪いことばかりではない。藤田宏さんから句集『長城』を贈られた。

お喜び申し上げる。帯にある自選十句より一句。

長城の北はありけり蝶はゆきぬ　　　藤田　宏

2007/8/19　先勝



4 84 9

��

枯
れ
る
園
ひ
と
り
歩
き
は
馴
れ
て
ゐ
し

み
ち
二
つ
ど
っ
ち
に
し
や
う
返
り
花

緋
鯉
見
て
白
山
茶
花
に
た
ど
り
つ
く

人
生
荒
行
つ
ぎ
つ
ぎ
に
木
の
葉
ち
る

八
十
は
病
み
盛
り
さ
く
ら
紅
葉
を
ゆ
く

あ
り
っ
た
け
紅
葉
目
に
入
れ
た
ぬ
き
う
ど
ん

謡泉院青江日靜大姉秋彼岸

　昨年堀之内吟行のあと 7月 23 日妙法寺へ行ったことは前に触れたが、

偶然今年の 7月 23日に弟が息を引き取った。何か因縁があるのかも知れ

ない。9月9日、49日納骨を済ませた。寺は青梅市の日蓮宗九龍山蓮華庵で、

ここに歌手の青江三奈さんの写真が飾ってあり、位牌も置かれてある。弟

も淋しくは無いなァーと思っている。その後、洗い場の洗濯機としみ抜き

機が毀れてしまい一時、廃業しようと考えたが、思い切って新しいのを入

れ替えた。兄貴の急死で、次の弟がノイローゼ気味だったが少し落ち着き

私達と話をするようになった。良かったと思う。故人と一緒に働いていた

嫁も店を去り人手は家の者三人、また私アイロンを握っている。

2007/10/13　大安
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交番に老婆保護され十三夜

　弟が世を去って三ヶ月、未だ気分は重たく暗い。細木数子の六星占術を

パソコンで調べてみると私は木星人、寅年生れだからで零合星人でもある。

平成 19年、運気は＜財政＞で「大胆にチャレンジ、しかし自分にとって

は大切な人を失うことがある」と書いてある。私にとって「大切な人」と

は弟。「チャレンジ」とは思い切って取り替えた自動洗濯機で新規巻き直

し再出発を図ったことに符合するようだ。さて、12月で東一俳句会も解

散するが、淋しいけれど不思議に、楽しかった思い出が走馬灯のように流

れはじまる。

　多くの思い出が私を勇気付けるように。

2007/11/3　友引
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こともあろうに冬園にくちづけす

　東一の耳鼻科へ通っている。一度診察を受けたら、長い病名を告げられ

た。耳の中に石があって石が動くたびに眩暈になるそうだ。目まい薬を

20 日分もらってきて飲んだが相変わらず。2回目は一と月、同じ薬を飲

んでいる。依然治まらない。近日、3度目の通院になるが先生は「生命に

別状はない」と仰る。

　さて、地元の民生児童委員が地域の改正で私共牛込西部民児協から榎町

地域へ一部の委員が分かれることになった。その、お別れ会が先日厚生年

金会館で行われた。私も一言述べ前からの依頼で久し振りにハーモニカを

吹くことになった。「故郷」「冬景色」「千の風になって」次に 11 月場所

なので「相撲甚句」を、一くさり。精一杯の頑張りである。

2007/11/23　大安
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さくら紅葉耳のうらから眠くなる

　1月 2日から4日まで空路で南紀白浜温泉へ親子水入らずの初旅となっ

た。宿は昨年 11 月にオープン、息子が設計したホテル「海舟」。五階建

の内部は純和風、地味な佇まいである。全館全室通路に至るまで畳敷きで

素足で歩けるのは私としては大いにリラックスできた。2日間名所古跡を

廻って歩いたが中でも高尾山（606 米）摩崖佛が仰げる奇絶峡入り口の

句碑に会えたのは何よりも嬉しかった。右会津川に架かる丹の橋を渡ると

その奥に一筋の赤城滝が飛沫を上げ旅人を癒してくれる。

　久し振りに海を満喫し出湯三昧。子供達との稀少で有意義な旅であった。

葛の花折りて滝見に上がりけり　　松瀬青々

2008/1/6　友引
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牡蠣フライ苦味ほろりと涙つぼ

　今年も縁があって成田山へ初詣に、拝礼を済ませ、お目当ての三橋鷹女

像に再会できた。僅かな俳縁だったが私には何故か心ひかれる存在である。

例のように角の酒屋で甘酒を買い、今回は碑面の句を控えてきた。

　地に置かれた一面には

この樹登らば鬼女となるべし夕紅葉

　左側に建っている碑には

夏痩せや嫌ひなものは嫌ひなり　　

白露や死んでゆく日も帯締めて　　

口中一顆の雹を啄み火の鳥や　　　

千の虫鳴く一匹の狂ひ鳴き（遺作） 　

　激しい言葉が小気味よい。

2008/2/11　大安
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さくら餅葉っぱごと食べ美しく

　今年も 3月 15日予想通り、はくれんが咲き始めた。巷間、地球温暖化

云々と騒がれているが私は平年並みと思っている。毎日新聞朝刊に坪内稔

典氏が石田波郷の初蝶の句を取上げた。言わずと知れた

初 蝶 や 吾 三 十 の 袖 袂　　　波　郷

である。瀧春一先生の初蝶の作が口を突いて出る。

初蝶やいのちあふれて落ちつかず　　春　一

　波郷の仲人役をした中村金鈴さんのこと、瀧先生が波郷に結婚衣裳を貸

した話など思い出した。偶然一日して相模湖正覚寺から第三十四回句碑祭

俳句大会の案内が届いた。去年欠席したので天長節には初蝶句碑と私共の

三人句碑に会うつもりである。

2008/3/17　大安



5 45 5

��

さくら咲く千鳥ヶ淵のちどり足

　彼岸会は住職入院のため中止。秋に延期になったが墓参は 3月 20日私

の誕生日に行ってきた。去年までは亡くなった弟の運転で出来たが、今年

は「あずさ」で山梨市へ家内、娘、孫と駅前からタクシーでお寺まで一本

道である。鴨井寺橋を渡り故、竹井久雄居を右手に梅は盛りだが桃はまだ

咲いていない。お寺の話だが竹井医院、息子が血を見るのが嫌で閉院した

そうだ。残念なことである。墓を洗っているとバッタリ、一宮の甥に出会っ

た。十数年振りの邂逅である。いつも葡萄を送ってくれる甥、運悪く妻に

先立たれ現在は一人ぼっちと言う。高齢後期、妻も健在であり拙い俳句に

感謝の外はない。

2008/5/2　大安
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一
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は
ふ
た
声
に
似
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や
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見
に
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き
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神
楽
坂

父
の
日
や
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供
ら
誰
も
来
も
せ
ず
に

鯉のぼり深呼吸してまた泳ぐ

　相模湖正覚寺句碑祭は 45名で盛会だった。知人が年々少なくなって淋

しいが、今井とし江さんが頑張っているのは嬉しい。

　庵主、山田咲花老師は闘病中だが百歳健在と聞く。大変な生命力である。

初蝶句碑も我々三人句碑も三十年の風雪で苔むし重厚そのものだ。御堂入

口左側に書棚があって全国各地の俳誌が一覧できる。『萱』『澪』も並べて

ある。瀧先生、さぞ心強いことであろう。

　さて、毎日新聞の朝刊「季節だより」坪内稔典先生。昨年、12月から

記帳して居るが、未だに瀧先生の句にお目に掛かれない。残念なことであ

る。

2008/5/21　友引
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固まってゐてもの言はず濃あぢさゐ

　毎日新聞、坪内氏「季節だより」は昨年 12 月 17 日から始まった。私

の知る石楠の臼田亞浪も大野林火、篠原梵、金子麒麟草等そしてボルガの

高島茂の作も出て来ない。

　引用される人は何度も名を見せている。芭蕉６・蕪村５・一茶３・子規

５………彼に好き嫌いはあるようだ。

　弟の墓が決まり遺族が近くの原町の常泉寺に納骨することになった。偶

然にも、うちのお得意様で、それも亡き弟が外交に訪問していた処である

し現在も仕事を頂いている。

　住職は私の保護司の先輩、久古教保先生である。納骨の七月二十日は亡

父の祥月命日に当る仏縁であろう。

2008/6/25　友引
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と
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ご
に
も

闇を訪ひ路地なつかしき盆踊

　今井よし江さんから電話で相模湖正覚寺の山田咲花老師の逝去を知らさ

れた。昭和の日句碑祭では病床と聞いていたが残念でならない。老師には

初蝶句碑建立をはじめ私たちの三人句碑でも大変お世話になった。。しか

し、当年百一歳は希有の生命力であり、まさに大往生である。謹んで哀悼

の意を捧げ、ご冥福をお祈りする。

　さて、例の坪内稔典氏、八月十九日朝刊「季節のたより」に奇しくも

茶髪の男女この夏を撹拌す　　三池泉
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弟
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知
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盆踊りみな旅人になってゐる

　7月号の東京を歩く－田端・大龍寺－を見て昔を思い出した。三十代の

頃「みどり」松本翠影主宰と子規と生前親交のあった何人かと、大龍寺へ

墓参に行ったことがあった。

　墓参を済ませ、庫裡へ通され住職に子規の手紙を見せて貰った。巻紙に

毛筆で凄く達筆。あの筆は子規二十代、やはり天才と言える。文面中、汽

車のことを「火車」としてあったのが忘れられない。先ずは思い出を引き

出して呉れた「東京を歩く」に感謝する。

　７月８日に入谷朝顔市へ行くと、サミットで日延べになっていた。出直

して 19日に朝顔を買ってきた。四色咲き２,000 円也。毎日４つ５つ花を

つけている。

2008/7/25　友引
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辺
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秋風の笑ひどこかに父がゐて
　9月に入って二度旅へ、一つは箱根湯本、水明荘。ここで皆川盤水氏の
短尺、色紙に出逢った。ホテルの各階通路に掲げてある。何れも吟行句で
6ヶ所に灯され、余程この宿にご執心の様だ。帰りがけに支配人らしき人
に話すと、話に花が咲く。80名位で来泊したと言う。色紙には

巣立鳥誘ひ啼きして飛び翔ちぬ　　　皆川盤水
短尺は五本。

帰る雁棹を整えはじめけり
若布刈海女乳房しめらせて戻りけり

桜蕊髪につけきし通ひ湯女
初蝶や丸太打ち込む牧の内
黄水仙艶めきてきし牛の貌

　もう一つは『かまつか』の 700 号記念秋季吟行で、富士吉田の北口本宮、
富士浅間神社境内に句碑一基。

登山杖神より我にさずかりし　　　深川正一郎
であった。ここでは富士五合目まで行き川口湖畔、富士レークホテルに一
泊。　　　　

2008/9/15　大安
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転
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残
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虫

灯台やつひ還らざる赤とんぼ

　関ただお様から葉書があり、私の百歳の句をほめてくださった。スラン

プの私には大変嬉しい . 東一時代のことが忘れられないとある。関先生に

私が、近くから買ってきて着せたことなど、思い出のかけ橋になっている

ようだ。返事は不要とあるが出さずばなるまい。

　数日して近隣町会合同で防災機器操作講習会が新宿区防災センターで開

催された。発電機操作のところで担当者が手取り足取り教えてくれた。ふ

と、担当者の胸を見ると新宿区危機管理課、〝高島茂〟となっている。ボ

ルガのことを話すと知っていると笑っていた。同姓同名不思議なめぐり会

い。

2008/10/16　友引
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十一月遠いものには手をかざし

　昨年から今年にかけて、世の風景も私の身辺も良いことなくここに来て

私も急変の渦に巻き込まれている。それは、或る俳誌主宰の交代劇が二つ、

新旧をめぐるものと主宰逝去によるもの。その飛び火が来て私も或る句会

代表になってしまった。でも光栄なことも、新年から私の水仙の絵がＫ誌

の表紙に載ることになった。昔、二枚描いた一枚で外の一枚の方は瀧先生

から頂いた一句。

枯園や和敬静寂の石と水　　　春　一

2008/11/20　友引
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少年はふたたび泣かず初詣

　年々賀状も減ってきた。寄る年波の恨みであろう。切羽詰って今年の干

支を拵え、皆さんから頂戴してから書き出す。葉書は新宿西口の書道セン

ターの茶縁の本画仙に決めているが、値段は昨年と同じだった。不景気の

せいであろう店主の言うには墨が売れぬと、こぼしていた。 丑年だから

牛の置物、土鈴など探し歩いたが気に入らぬ。テキストから牛を抜き出し、

添え書は原直子さんの昔の賀状を参考にして形にした。一年牛歩より無事

息災を念じつつ

2009/1/7　大安
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幾度も息を吸はされ寒半ば

　初旅は 1月 2日から 4日まで娘に連れられて蔵王山麓の遠刈田温泉へ、

上野から到着駅は白石蔵王駅、あちこちに雪が残っている。宿には入らず、

すぐにバスを乗り継ぎ中継点まで約50分、そこは既に雪景色。スノーボー

ド、スキーの姿が見える。そこから雪上車に乗り込む。ただ雪の中道なき

道を小さな先導車に従ってガクンガクンと進むが坐り心地の悪いこと。1

時間ばかりで到着、樹氷を観賞することができた。ここは刈田岳と言うら

しい。蔵王のシンボル、樹氷は上質で怪物然としている処からモンスター

と呼ばれる。そこは 30分位で下山、温泉宿へ。何としても老人は出湯に

沈むのが一番である。

　宿の名は「だいこんの花」部屋はすべて離れ家で窓から木々をリスが上

り下りするのが眺められた。何が起こるか解らぬ 1年、雪の静寂からの

出発である。� 2009/1/10　友引
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帯
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春
大
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浦

霞

越

乃

寒

梅

二

月

尽

裏おもてないセーターで歩きだす

　百年の不況と言うが、わが零細業も影響を受けている。良い時の 2分

の 1になってしまった。私が生まれた大正 15年も大不況とあるが、少年

時代の生活とくらべると今は恵まれている。若し今年も駄目だったら消費

税不払業者の手続きを取ることになる。それにつけても町会長だから新年

会の多かったこと、同じ顔ぶれで何度も乾杯をした。親睦とは言うものの

結局町会費の無駄遣い。行政の面々は親方日の丸安泰然としているが、2

月 14日坪内稔典氏の季節だよりに

鞦韆は漕ぐべし愛は奪ふべし　　　三橋鷹女

が日の目を見た。せめてもの救いである。

2009/2/20　友引
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ランドセル背よりはみだし桜咲く

　3月 21 日、靖国神社の桜が咲いた。暇でこぼしていたが我が業界も一

斉に活気が出てきたようである。人は季節に左右され易く俳句も同じよう

だ。東一以後、すっかり『萱』に足が重くなり残念でならない。

　10年前なら何が何でも出掛けたものだが、すっかりご無沙汰して仕舞っ

た。それでも「風萱集」を見させて頂けるので大変勉強になる。私には試

練であり毎月の試験問題に苦しんでいるが感謝の外はない。永田耕衣氏の

二句勘弁など拾い読みして答えを出すこともあるが的外れは不勉強のせ

い、何とぞご勘弁のほど。

2009/3/12　大安
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瞑
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り

卒業式大声で田螺泣く

　3月 29 日『あを』の佐藤喜孝氏に誘われて哲学堂へ。花もほころび園

内は花見客で溢れていた。あちこちに難しい碑が立ち並び哲学堂らしい固

さである。哲理門から始まり四聖門、意識駅、理外門、主観亭、理想橋、

概念橋、唯心庭、倫理淵、等々きりもなく厳めしい。

　ここで何年振りで八田木枯先生に出会えたのは嬉しかった。桜より辛夷

の花に見入っていた事、ベンチに座って集中している姿は、往時の高島茂

氏を思い出していた。句会では勿論杯を重ねた。俳句も衰えなし、思い出

の日になった。　4月 5日、町内婦人部で新宿御苑へ花見に。私は後から

覗きに出掛けたが苑内はで満員どこに座っているのやら。千駄ヶ谷門の方

まで一巡したが見当たらず諦めて帰りがけに帰路大木戸門近い一たむろで

偶然、彼女らを見つけた。挨拶にハーモニカをひと吹き（故郷）さよなら

した。たのしく忙しき一日。� 2009/4/16　大安

母
の
日
の
花
束
忘
れ
ら
れ
し
人

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
白
し
母
の
日
の
母
な
き
子

梅
雨
ね
む
し
齢
に
不
足
の
な
い
夫
婦

マ
ス
ク
し
て
他
人
行
儀
の
柏
餅

過
去
帳
に
戒
名
無
き
日
春
ゆ
く
や

町
の
ふ
と
こ
ろ
泰
山
木
の
花
を
待
つ

寺の縁切るかきらぬか躑躅緋に

　フアックスも良し悪しで毎朝９時前後にパソコンの宣伝が入る。ボタン

を押して、それが解ると消す。少ししてまた、すぐストップ、毎日だから

閉口している。

　ある日も出版社から私の１句を書面に句文集を勧めてきた。半頁 1句

3,800 円。も一つは広告社で、あなたのホームページが好評だから新聞に

掲載したいと言う。これも幾ら掛るのと、聞くと 24万円也。真に受けて

感激して参加する人も多いことだろう。居留守を遣っていたら、その後何

にも言ってこない。皆様も慎重に。

2009/5/2　大安
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清
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の
日
は
第
三
と
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ぼ

父
の
日
の
誤
算
歯
痛
の
妻
が
ゐ
て

高尾山の夢老鶯も少年期

　「風萱集」を終わりホットした。試験を経た開放感である。虎童子先生

の作品が解かれば案外楽にスタート出来る。それまでが中々決まらない。

みな強かだからスンナリ読めるのは出来るだけ避け難題にぶつかったつも

りだが自分の弱さを知っているから「吾に七難八苦を与えよ」の変なやせ

我慢である。来し方の妄言集何卒お許しくだされよ。

　7月は弟の 3回忌、親父の 33回忌。8月 7、8，9日の 3日間、町の祭

礼が来る。娘から父の日としてビールが届いた。

疎かになった自分に発破をかけたい。

2009/6/20　友引
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忘れゐし鴨井寺橋遠郭公

　7月 5日は父の 33回忌。山梨で法事を済ませて山梨市駅から息子の先

導で韮崎へ。駅前からタクシーで息子の建てたと言う韮崎大村美術館へ。

詳細は聞かなかったが、そこの先生の生家も近くに見える。その縁で脇に

蕎麦屋と白山温泉が出来て美術館も客足が増えたそうだ。生憎の梅雨で 3

階から八ヶ岳は見えなかったが展示室でバーナードリーチ先生の大皿にお

目に掛かることが出来たのは幸いであった。まさに益子焼そのものの懐か

しさ。

　さて、都議会選挙は予想通りの結果に終わった。麻生首相、与謝野大臣

も若松町まで応援に駆けつけたが、二人ではどちらかが落ちる運命にある、

結局古参が泣きを見た。

2009/7/5　大安
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一連の子等いたいけに阿波踊り

　７月 25日は忙しき日。神楽坂の阿波踊りへ午後 6時に昨夜に続き、今

日は近くの津久戸、愛日小学校、幼稚園等の子供たちが出番でそれぞれの

半纏を着て賑やかにやってくる。よく教え込んだものと思う。歩道脇に観

客が、いっぱいで商店も飲物食べものを並べて通り客に声をかけている。

踊り風景を 30分くらい眺めて、また大江戸線で都庁前まで、すぐ京王プ

ラザへ衆議院選挙へ向けてのＹ大臣の緊急集会へ、Y大臣の講演が終わっ

た時点で町へ引き返し業界の常会に出席。半ば呑み会だが、業界の報告浸

み抜き技術薬品の効用など参考になった。

2009/7/20　友引
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灯にも見え星にも見えて夜の秋

　自民大敗退により、選挙は自民党から民主党へ傾いた。地元の与謝野議

員は幸いにも比例で残りよかったと思っている。これからどうなるであろ

うか不安というか、心配ではある。その選挙戦最中の町の祭礼行事は以外

にも、みんなの熱意で、奉納金も順調に集まり無事に納める事が出来た。

今回の政権のように、町のメンバー交代は着々と進んでいる。

　9月に入って急に涼しくなってきた。新型インフルエンザも流行中、町

内も敬老の日の行事、秋の全国安全運動と忙しくなってきた。知人の訃報

が二つ、さびしい限り。それでも、8月 19 日以来咲かなかった朝顔が、

9月 10日に小振りながら紫の一輪をつけた。慰めと言うべし。

2009/9/11　大安
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黒を着て通る九月の乳母車

　敬老の日は 9月 15 日と思っていたのに、今年は 9月 21 日。実は今日

から秋の交通安全運動週間の始まりで 9月 30日まで続く、私の処で黄色

い帽子・タスキ・小旗を預かり、朝8時半に来る町会の整理員二名に手渡す。

場所はいつも大江戸線若松河田駅前、時間は 9時半まで 1時間、昔はボ

ランティアだったが今は千円、手当てを出している。げんきんなもので皆

喜んでいる。

　さて、このシルバーウイークは店も連休で私、留守番をしている。と言

うのはお客から電話もあり、案外訃報もあるので。他誌原稿も一つあり中々

手がつかない。元来愚昧、戸惑いと曖昧さで一日一日難儀している。家内

と娘は矢吹の別宅へ、良いご身分。

2009/9/19　友引
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石に名を刻む日の来る秋の水

　10月 4日地元の若松地域センターでタイムカプセル開封式が行われた。

黒いトランクが二個、一つには当時小学生の近辺の風景画と大人のスケッ

チ帳が管理運営委員会野尻信江氏より紹介され、もう一つのトランクから

俳句の短尺が二枚読み上げられた。

国立病院どこからも見え夏つばめ　　　　尹　子

若松町の昔初富士見えて来し　　　　　　一　郎

あとの分も同センターに展示されている。

雪富士をを仰ぎバス待つ若松町　　　　　尹　子

若松町抜け水野ヶ原や青芒　　　　　　　律　子

この街に青峰在りし額の花　　　　　　　一　郎

はからずも村上末子様、細江みちよ様と旧交を温めることが出来た。嬉し

い一日。� 2009/10/16　大安
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あいさつは翅閉ぢひらき秋の蝶

　句会に出られぬのは残念至極、すっかり遅れをとってしまった。先日、

高島さんの『獐』を初めて手にしたが、190 号高島征夫追悼特集になっ
ているので驚いた。木村嘉男氏の「先師の一句」に追悼の意を述べている。

享年 65歳、残念なことである。私は疎遠であったが、往時をしのび誌上

をお借りして謹んで御悔み申し上げる。いよいよ、「ぼるが」が遠くなっ

てしまった。アルコールが弱くなった現在では、もう資格はないが木村嘉

男氏とでも、一杯やりたい思いはちょっぴりある。

　来年は寅年、年男。二黒土星は艮で鬼門、暗剣殺に入る。大事な年に。

2009/10/31　仏滅
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通
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入
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白
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町

落葉の章一茶良寛語り合ふ

　亀田代表から、代表を代りたい旨電話をいただいた。時期としては、現

状が良いのだが、止むに止まれぬ事情であり同意した。平成 22年は、運

勢的にも八白中宮改革の年であり、本年の漢字に「新」が発表された。多

難な年だったが、新たな出発を意味する。『かまつか』も、21年 1月以降、

加藤三陽氏より行川行人氏にバトンタッチした。金子麒麟草主宰から数え

て五代目に当たる。

　スムースな移行が廃刊を免れたのである。交代時には、臼田亜浪一句染

付の黒羽織が代々受け継がれている。

2009/11/15　先勝
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催
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笑
ひ

雪をんな白きマスクをして来る

　前にも幾度か触れたが、毎日新聞朝刊に掲載の「季節のたより」坪内稔

典氏の一句を平成 19 年 12 月 17 日から書き込んでいる、まる 2年にな

るが、まだ瀧先生は出て来ない。かっての仲間の三池泉の 3回は異例だっ

たが、この頃のものは全く面白くない。

コンビニのおでんが好きで星きれい　　　神野紗希

熱燗や男が先にごめんなさい　　　　　　小西雅子

雪雪雪雪雪ねむくなる薬　　　　　　　北村美都子

雪はふーわふわ弟はハーハー　　　　　　西田有希

　稔典氏は女性好みのようだが、俳句も世の末の感がする。一般の人にこ

れを俳句とは思われたくない。そのうち、瀧先生が現れれば、許してあげる。

2009/12/22　大安
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空っぽの町にたっぷり梅白き

　佐久間純子、小島良子氏より今村映水様逝去の連絡を受け驚いた。最近

までよくお書きになっていたのに。残念でならない。謹んでお悔み申し上

げます。最後まで東一句会で無くてはならぬ方だった。私も個人的にも子

供達が大変ご厄介を掛けた。殊に長男が喘息で何度も今村先生の診察を受

けたものだ。大切な先生であった。子供たちが成長し独立して現在生活し

ていることも感謝の外はない。告別式に参列し柩にお花を入れお別れした。

お顔に生前の面影はなく悲しみを深くした。関ただお様の弔電を耳に更に

昔の思い出に浸る。

2010/3/30　赤口
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西行は花時選び吾もまた

　3月は忙しい月、近くの小学校幼稚園の卒業卒園式に出席する。地域で

戸山町の第 1回箱根山駅伝大会が行なわれることになった。私の町会で

も 5人選手を送り出した。どうなることやら。とに角お天気であって欲

しい。3月 10 日は新聞テレビ報道だけで東京大空襲は世から忘れられた

感じである。さて、3月20日は私の誕生日、例のサリン事件でお流れになっ

てしまった。

　多少引っ掛かるが今年も感謝で迎えよう。

2010/4/12　大安
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々
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裏と思へば表でありし遅さくら

　地元、明治神宮崇敬会の仲間と、4月 18 日新宿からバスで福島へ日帰

りの旅に、家内、娘の 3人。目当ては吾妻スカイライン。宇都宮辺りか

ら雪が残り、那須は真っ白だった。途中、疎開地の矢吹から郡山の空爆時

のことなどを思い出しながら、バスは急斜面の雪道をあえぎつつ浄土平到

着。身近に仰いだ雪の吾妻小富士は絶景そのものだった。さて、寒風に別

れを告げ下山、福島市内の花見山公園へ。ここは個人の庭内で桜、連翹等々

満開であった。

　ここは、大型バス数十台が駐車、観光名所になっている。帰路バスの中

に『春耕』の人がいて風聞では皆川盤水主宰が弱つているようだがと尋ね

ると、大分良くなって近くの句会へ車椅子で出席しているとか、安心した。

見事な雪景色と桜を雲の中へ刺激の旅は終わった。

2010/5/10　大安
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ゴールデンウイーク故郷とはハーモニカ

　5月連休は 2日～ 5日まで、福島の茅屋へ、私の染井吉野も余花の情、

それでも目を楽しませて呉れた。裏山で鶯が鳴く。ここのは「ホーホホケ

キョ」と「ホ」をつなげて訛りがあり聞き惚れていた。休みのうちに『萱』

の原稿をモノにしょうと俳誌を持参したが、全くその気になれず何するで

なく只ぼんやり。2日間は町営の温泉へ、昼食は近くのレストランで食べ

たり飲んだり、無為に過ごしてしまった。休み明けは急に仕事が忙しなっ

てきた。天候不順のしわ寄せである。80才を過ぎてアイロンの腰を押し

ている。因果なこと。

2010/6/11　友引
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衣更へて市井の妻になりきれず

　『現代俳句』４月号を見ると最後のページに入会申込書がついている。

現在では会費を支払えば入会出来るらしい。①入会金 ( １万円 )、②年会

費 ( １万円 )、昔はこう簡単ではなかった。

　『暖流』の票の行方はすでに満杯で、私は諸先輩の力を借りて推薦状全

国現代俳句協会員 500 名の方々に出し、瀧主宰ほか高嶋茂氏にもお願い

したものだ。その効あって昭和46年の会員選挙で入会することが出来た。

青木啓泰氏、藤田湘子氏も一緒の入会だった。中でも高柳重信氏の一票は

忘れられぬ思い出である。

20107/14　友引
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ふ
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紫
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を
め
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藤
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と
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軽
ろ
さ
か
な

梅
雨
つ
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く
売
れ
て
水
玉
ア
ン
ブ
レ
ラ

舞
ひ
下
り
て
五
月
蝿
い
と
言
ふ
こ
と
も
な
し

百
歳
の
夏
祝
ぐ
べ
し
や
さ
び
し
く
も

蟇みてゐるやうでみてゐたり

　わが町の市谷亀岡八幡宮祭礼も無時終つた。8月 6日～ 8月 8日の 3

日間で、6日はお神酒所での神輿入魂式。8日は町内の月桂寺門前に集合、

午後 1時に出発。山車を先頭に子供神輿と町内を賑やかに巡行。子供は

約 60名全体で 130 名の長い行列になった。天候にも恵まれ猛暑に備え、

冷たいものを用意したり役員の配慮怠りなし。お母さん達が周りから吾子

を声援している姿は微笑ましい風景である。この親子の呼応が人間愛の原

点であると思う。殊に最近親子関係の面白からぬニュースが流れる中で、

斯くあるべしとつくづく感じる。今日は 8月 15日終戦の日、反省を籠め

て鉢洗いを行う。さて、今回、韓国料理の町会員から近くの役員が ｢神と

は何か｣ と聞かれたそうだ。さて、神とは。

2010/8/14　大安

人
と
賭
て
け
あ
ぢ
さ
ゐ
と
解
く
七
変
化

珈
琲
を
濃
く
し
甘
く
し
暑
に
応
ふ

提
燈
の
揺
れ
納
ま
ら
ず
祭
り
あ
と

後
ろ
手
の
国
に
今
年
も
終
戦
日

蟬
し
ぐ
れ
通
り
過
ぎ
る
と
裏
声
に

線香花火むかしの闇はむらさきに

　わがクリーニング業界も廃業がつづき底を突いたようだ。牛込、四谷支

部を合同、新宿東支部としたのは今では良かったと思っている。9月の始

めに恒例の懇親旅行を開催、17名の淋しさ、それでも歓は尽くしたようだ。

部屋の廊下に短尺が一枚掛けてある。「かじか鳴く出で湯の宿の露天風呂」

「かじか」は宿が河鹿荘故と思うが、中七下五面白からず。一泊して帰路、

ロマンスカーを待つ間湯本駅前の饅頭店の二階で心太を一杯。この部屋に

大色紙が掛けてあり書家らしく中々の名筆。

京の間でゆの花一期の茶　

湯に柚を掛けた味は大いに目出度し。その左に紅い色紙が一枚。

風筋に饅頭の湯気花の冷　　　盤　水

ここで、皆川盤水先生に、お会いできるとは旅の幸。

2010/9/16　友引
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割
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人
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振
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須
く
友
と
は
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ご
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れ
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り
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っ
た
り

い
ろ
い
ろ
な
風
秋
の
夜
の
く
す
り
指

目の中に指を入れたる暑さかな

　9月、10月と忙しい日が続いている。全国秋の交通安全運動、私も朝、

街頭で旗を振った。並行して新宿区防災避難訓練を余丁町、若松町、河田

町合同で余丁町小学校で避難所開設として庶務、情報部、物資供給部、救

護衛生部に分けて種々の作業が消防署、新宿区職員の指導のもとに行われ

た。濾水装置、バーナー操作、仮設トイレ、消化訓練アルファー米の炊き

出し、など町会毎に分れて、作業に手を出しながら各所を見学して歩いた。

例により職員の中に、同名の高嶋茂氏の姿もあった。加えて本年は国勢調

査もあり私も、二地区を担当、約 120 世帯を受け持った。マンション・

アパートが多く、対面が難しかったが今回はパソコンと青い封筒による投

函でスムースに回収提出を終えた。町会の餅搗き大会も決まった。勤労感

謝の日。私達の 55回結婚記念日

2010/10/13　友引
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秋
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奉
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す
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秋
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身
の
こ
な
し
或
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四
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運
動
会
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色
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に
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高
き
へ
登
る
征
服
感
を
信
じ
つ
つ

ここまでの自分でありし温め酒

　尖閣諸島、国後島は昔から因縁とされるが、この処の尖閣ビデオ映像の

流出は国家代表として、管首相、仙石官房長官を悩ませている。「弱り目

に祟り目」加えて、解決済みと思われていた領土問題が再燃、その隙を衝

いて中国、ロシアの悍しさ、結局は「負けれず賊軍」Sengoku.38 とゲー

ム感覚、正義感旺盛な人達。私の良く唄う相撲甚句に「千石積んだる船で

さえ港出ゃ時きゃまともでも波風荒きゃー出て戻る」とある。落着いた世

になって欲しいものだ。

2010/11/16　友引
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句
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水

一瞬にしては母になる寒さかな　

　私には最悪の年とされていた寅鬼門も、それなりに慎重に過ごしてきた

が、ここへ来て身体に現れ始めた。例により東一の整形外科、それから町

の整骨院へマッサージに。電気治療は初体験。さて、国会軽視発言で、ま

だ混乱つづくが、俳句でも嗜んで居ればの感がする。「物いえば唇寒し秋

の風」である。この所、地域での行事反省会、忘年会が山積、町の代表だ

から仕方ない。11月に入って年賀遠慮の挨拶がくる。その中で高木童子

氏『かまつか』、山口正三氏『暖流』の永眠を知らされた。新年卯年七赤

中宮。私にとって、いや『萱』亀田虎童子様。『澪』藤田宏様。両先輩リ

ズムは好調な年に恵まれる。

2010/12/15　友引

訃
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ふ
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知
り
つ
く
す

時
雨
と
は
顔
を
ま
と
も
に
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め
る
も
の

ほ
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風
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美
人
口
ひ
ら
く

突
き
当
り
が
湖
白
鳥
を
抱
き
に
ゆ
く

懐手して龍馬にはなりきれず　

　北海道の土地を中国が買い込んでいると言う。わが町でも韓国文字が、

あちこちに目立つようになってきた。近くに韓国学校あるし、そのせいで

住みつくようになったと思う。昔は商店会も盛んで盆暮れの大売出しなど

賑やかだったものだ。60年経って世代が移り町もすっかり変ってしまっ

た。韓国の食堂、事務所、学習塾、ブティック。先日もセブンイレブンが

立ち退き韓国のコンビニが賑っている。この人たちも町会員なってくれた

が、町会員の減少は続く、従って出費を抑えての運営に。マンション、ア

パートの新築入居もあるが、町会への入会協力は思うようにはかどらない。

今の若い人達は旅行者なのである。フジテレビの盛んだった頃がなっかし

い。

2011/1/12　友引
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爪
に
灯
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と
も
し
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今
日
の
蜜
柑
む
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呟
い
て
こ
そ
明
日
が
あ
り
梅
の
花

女
で
あ
り
男
で
あ
り
し
寒
の
水

東
京
に
雪
を
降
ら
し
め
無
帽
な
り

そ
れ
と
な
く
お
妾
横
丁
春
の
雪

鬼
の
豆
畳
に
は
づ
む
こ
と
を
す
る

来し方を飛び石として冬深く

　身辺で訃報がつづく、毎年のことだが人間は季節に左右される。暑さ寒

さに敏感で殊に高齢者に押し寄せてくる。大自然の循環作用運命周期等を

合わせて天命を締めともする。

　前に何処かで触れたが、葬儀社の店主が桜が咲き出すと、葬儀も暇にな

ると語っていた。この度の斉藤嘉久氏の逝去は誠に残念でならない。これ

も天寿天命であろうか。

死ぬことも受け継ぐことよ日短　　　小島一舟

　死は先輩故人からバトンを受け継ぐことかも知れない。

　作者一舟氏は高島茂、直井烏生両氏に師事したボルガ派の一人で俳誌『か

まつか』で活躍中。

2011/2/16　友引

春
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な
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を
ひ
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も
眼
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三
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忌

春
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景
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画
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の
し
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に

戦
時
か
な
買
ひ
占
め
ら
れ
て
春
の
水

卒
業
や
力
を
籠
め
て
少
女
泣
く

東京の雪ふるさとへ電話する

　『萱』3月号、木村嘉男代表の編集後記の「去年からの極端な天候異変

は少々不気味だある。異常が異常でなくなるような気がする」は的中した。

3月 11 日、東北関東大震災発生。最初は左程気に掛けなかったが、徐々

に激しく我が家の食器類もいくつかお釈迦に、長押の額も落ちたり外れた

り。町内でも被害者が出て近くの小学校へ避難させた。福島の茅屋も壁が

落ち、旧街道の旧家は倒壊、寺の墓は全て倒れているとか、親戚は無事だ

が福島原発のせいで皆家に篭っているそうだ。今朝の新聞を見ると新宿で

も西方へ避難先を考える人があるようだ。私の処は、お客の品物を沢山預っ

ているので離れられない。早く治まって欲しい。

2011/3/16　先勝
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非
常
時
と
言
ふ
て
拙
し
春
の
水

被
災
地
の
美
談
を
拾
ふ
春
に
は
か

な
つ
か
し
き
自
分
で
あ
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大
を
ん
な
通
り
過
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た
る
落
花
か
な

薔
薇
の
門
う
す
れ
ぬ
も
の
に
師
弟
愛

麗らかや別れの歌を口ずさむ

　福島の我が家も、この度の震災で大きな被害をうけた。隣に住む身内か

ら写真が送られてきて、道路のひび割れと外装と部屋の中の様子が解った。

表のベランダの土台石が外れもう少しで、屋根が落ちそうだ。部屋は壁が

剥れ畳に被さっている。衣類も押入れから、放り出され見る影もない。

　その後も余震が続くが、交通もやっと復旧したので近々行くつもりだ。

大工を頼んで修理しなければなるまい。私の町会は今年、創立六十周年を

迎え記念行事を予定して居たが理事会で自粛と決め、その費用の中から東

日本大震災の義援金として、殊に激しかった三県 ( 岩手、宮城、福島 ) 各

地へ計五十万円也を送った。

　俳句年鑑で、幸手の金子充氏の逝去を知る。桜もさぞかし、懐しい思い

出が駆けめぐる。

2011/4/14　友引

目
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く
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淹
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と
り
の
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バラの花束数多の棘を知りつくし

　5月号で福島県中通り矢吹町茅屋の被害を告げたが、はじめて毎日新聞

に矢吹町倒壊現場の写真が掲載された。〔古代湖〕被害突出の見出しで 10

万年前、福島県中部の内陸に在ったされる古代の湖〝郡山湖〟の内側で特

に家屋倒壊などの被害が大きかったことを同県、玉川村出身で東大大学院

生の小林達也氏の調査でわかった。この、古代湖は郡山市から須賀川市、

鏡石町、矢吹町まで南北広がっていた巨大な湖で、あの猪苗代湖の三倍以

上と言われる。そう言えば矢吹に現在も大池、小池、柳池など残っている。

この大地震により 10万年前の古代湖が深い眠りから目を覚ました。

　奥の細道の旅で芭蕉は白河から矢吹を訪れ、この街道を通ったが芭蕉翁

は知る由もない。

2011/5/16　大安
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女
医
に
に
し
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を
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姿
や
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の
蝶

繰
言
は
病
の
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と
つ
半
夏
生

扇
子
の
一
句
師
の
面
影
を
開
く
べ
く

朝
焼
や
逃
が
れ
し
来
し
道
か
へ
り
み
る

風
鈴
や
戸
毎
に
ち
が
ふ
風
の
音

花
の
名
を
思
ひ
出
す
日
や
雲
の
峰

ガ
ラ
ス
風
鈴
此
岸
彼
岸
と
通
ひ
あ
ふ

塩少し水たっぷりと魂迎へ

　この処、勘違いが多くなってきた。勿論年のせい、僅かな残り時間では

あるが懸命に歩いて行くつもりである。俳句があると、ホッとしたり緊張

の連続である。それが刺激にもなるが、一喜一憂世の動静にも似ている。

　私事になるが、ゆくさき暗いのは道路拡幅で 5、6年内には現在地を離

れねばならない。しかし、それまでは無理かとも思い。何の手立てもして

いない。のこる者に任せるほかはない。

　先日、外科の担当医から貧血気味と聞かされ、再検査が 8月から始まる。

今回、句集で良い思いをさせて頂いたのも束の間のこと。さて、長年楽し

ませてくれたテレビのアナログ放送も明日、正午で画面から消える。今日

は弟の祥月命日。

2011/7/23　仏滅
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土用波ときをり母の声ありぬ

　総会など会合で黙祷を捧げて来たが、最近遠のいた感じである。災害地

の復興を祈って止まない。東日本大震災以後の近隣町会は祭礼を自粛し商

店街のある処は盆踊りだけ行うようだ。しかし、隣の若松町など穴八幡９

月の祭礼は本祭りとして行う。わが町会、市谷八幡は中止とした。さて、

句会から離れて何年にもなる。参加すべきと思いつつ、自由に吟行で来た

頃が懐かしい。８５歳現役であるのも不運だし、晩年安泰の運勢通りには

行かなかった。今回、バトンタッチで風萱集の任も終わり新鋭の筆になる。

2011/8/16　大安
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その上の疎開空襲福島忌

　ねばり強く頑張って来た、菅総理から野田新総理へ、｢どじょう｣ から

一転、正心誠意の決意は十分伝わった様だ。しかし行方は多難に思われる。

さて、9月4・5日と地域の町会連合会の諸氏と一泊で福島県芦ノ牧温泉へ、

折りしも ｢のろのろ台風｣ 北上中でバスからの利根川も鬼怒川も濁流に化

していた。バス車中は地域所長から脳卒中予防の講義があり、お酒、タバ

コの飲み過ぎの注意である。バスは会津田島から ｢塔のへつり｣ を経て大

内宿を見学しホテルへ。ここはその昔、『暖流』夏期鍛錬会でお馴染みの

の地であり思い出が込み上げてきた。

　翌日は会津若松の鶴ヶ城から飯盛山へ、ここでは売店の姐さんが少年隊

墓碑の前で白虎隊を土塗れで踊ってくれた。即、一同お土産を買うことに。

被災地福島県復興の旅。

2011/9/22　友引



9 69 7

��

納
豆
は
大
粒
嫌
ひ
秋
気
満
つ

ほ
う
た
う
秋
父
の
語
り
し
山
津
波

集
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の
雲
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ス
ト
ロ
ー
で
吸
ふ
文
化
の
日

十月桜人はおほかた薄情に

　悪いことは続くものだ。福島の我が家の被害はアンテナが落ちたが部屋

は壁が剥がれ程度で済んだ。

　東京を襲った9月21 日のあの台風で当店の日除テントが鉄板からむし

りとられ歩道に落下した。たまたま通行人が無かったのが幸いであった。

開店 60年以来始めてのことである。早速工事をして新たにした。

　それでも、世の中満更でもなく喜びが 3つ続いて来た。9月 25 日に孫

の結婚披露宴を明治記念館で内輪に。次は現代俳句協会から 10月 1日付

けで永年在籍記念として感謝状を頂戴した。

　もう一つは来年の事だが、副会長と町会長を通じて 15 年勤めたので、

3月に新宿区 65年記念式典で区功労者として表彰される予定である。

2011/10/14　友引

年
寄
り
は
茸
が
好
き
で
早
寝
す
る

霧
は
れ
て
紅
葉
お
ど
ろ
く
人
お
ど
ろ
く

十
分
に
父
の
後
ろ
に
秋
今
年

天
才
は
早
死
に
ら
し
く
文
化
の
日

ゴ
ミ
箱
へ
ご
そ
っ
と
捨
て
る
秋
の
風

風
船
か
づ
ら
人
の
行
き
を
愉
し
め
り

涙
し
て
天
の
川
か
ら
下
り
て
き
し

年鑑は句のしかばねか秋ともし

　俳句の静けさを取り戻したいが、ままならぬ日々が続く。兎に角、身体

に余裕が欲しい。

　地域の行事も、この所目白押しで出番が続く。先日俳句仲間の『あを』

の石森和子さんから、何時か吹いたのが気に入ったらしく声が掛かって

11月 5日に石森さんの Cafe 傳（中野区上高田）で小生のハーモニカを吹

く会を開いてくれる。私を励ます会かも。容易く返事はしたものの、何と

しても素人芸。秋冬の童謡を中心に自在流で行くつもり。

　毎日、吹き易いように数字譜を書き直している。最後に高野辰之作 ｢故

郷｣ で締めくくる。聴かせたい曲、吹ける曲吹きたい曲と、一致しないの

が難しい処。思うように行かぬは俳句と同じである。

2011/11/3　友引　
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明
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け
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え
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ぐ
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を
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ー
帽
被
り
な
ほ
し
て
銀
杏
黄
葉

銀杏黄葉もっとも眩し天皇病む

　『萱』11月号の萱集一句鑑賞に飯塚タケ子様の柏瀬ヒサ様の「三斗小屋」

の作に出会い嬉しくなった。ふと 60年前の思い出が。日本画家武井石艸

氏と一緒だった。黒磯駅から那須茶臼岳山頂までタクシーで 500 円。山

頂から右手に雪の朝日岳が輝いていた。三斗小屋へは下りだが、それは険

しい山路である。でも崖に石楠花が張り着くように咲いていているとホッ

トしたものだ。昔からの旅籠で大黒屋と煙草屋の 2軒、私達も煙草屋へ、

川沿いを降りて行くと鄙びた湯舟に満開の石楠花が一枝、浸してあり印象

的だった。やはり女の子がいて親御様に聞くと小学校は黒磯の身内に預け

て通わせると言う。山並や石楠花を写生して 2泊、俳句も作った筈だが。

帰路は旧街道を板室温泉へ途中に大きな石が一つ確か夜泣石。三斗小屋の

思い出に感謝申し上げる。

2011/11/12　大安

落
葉
風
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旋
回
国
病
め
る

虚
し
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っ
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せ
る
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っ
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に
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亜
老
年

ズ
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ン
穿
く
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引
っ
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め
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冬
に
入
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そ
こ
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も
母
あ
そ
こ
に
も
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年
の
暮

年
賀
ゆ
く
服
喪
家
に
こ
だ
わ
ら
ず

蛍光灯を鉄砲担ぎ十二月

　町は静かな師走風景にある。近くの蕎麦屋に年越しそばの出前を頼むと

「手が無いので」断られたが前金を置くと承知して呉れた。アルバイトを

雇う余裕が無いのであろう。仲間に会うと「暇だねエー」が合言葉に。そ

れにしても今日大晦日が帰省海外旅行へのの最高ラッシュになると言う。

衆のようにに 3月 11 日、東日本大震災から海外に種々トラブルが発生、

大変な一年であった。毎日新聞の朝刊、余録の「カルタ」の「き」( 虚勢

大国新将軍様 ) が締めくくりで最後「京」( 京の夢　絆を世界に ) が、せ

めてもの救いであり期待である。

　12 月 27 日に大締め句会で佐藤喜孝氏を介して八田木枯氏の染筆を頂

いた。

ハモニカの少年に秋いくそたび　　　木　枯

有り難し。少年は、また一歩を踏み出す。� 2011/12/31　大晦日
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一
老
と
兜
太
に
呼
ば
れ
初
硯

何
と
な
く
正
月
が
過
ぎ
フ
ラ
ン
ス
パ
ン

龍
に
な
ら
ん
と
駒
形
へ
冬
将
軍

雪
の
あ
る
頁
が
欲
し
く
雪
を
待
つ

近
道
を
し
て
忘
れ
も
の
春
近
づ
く

福島が目の前にある寒さかな

　正月もあっけなく過ぎてしまった。それでも近年は松を過ぎても我が家

の前を多くの人々が通る。山ノ手七福神詣での一環で神楽坂、善国寺毘沙

門天から或いは抜弁天厳島神社からの賑わいである。勿論、熟年層高齢者

の顔触れだが、日本人の信仰心の篤さであろう。さて、1月 8日の新聞で

俳優の二谷英明氏の逝去を知った。つくづく時代の流れを思う。抜け弁天

を余丁町通りを入ると、すぐ右側にリンゴ園というアパートがあった。二

谷氏が売り出しの頃そこに住んでいたのを思い出した。道幅の狭かった昭

和 30年頃の余丁町風景である。将棋ソフトに米永永世棋聖が敗退。豪華

客船がイタリア沖座礁のニュースが紙上に。原因はサービス過剰ミスのよ

うだ。阪神・淡路大震災から 17年と言う。東日本大震災と重ねて身辺大

事な年。

2012/1/17　大安
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逃
げ
る
攻
め
る
寒
卵
転
が
っ
て

西
口
に
白
い
袋
と
残
る
雪

草
餅
や
誰
か
故
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を
思
は
ざ
る

草
餅
や
泣
い
て
笑
っ
て
薄
み
ど
り

雪
の
あ
る
頁
が
欲
し
く
母
を
呼
ぶ

東京初雪少年の目になりてこそ

　暮から正月と忘年会・新年会と続いた。区行政から外郭団体・町会・業

界と、身辺忙しかった。2月に入っても幾つか残っている。その間、諸会

合からひっきりなしに呼び出しが掛かる。　余程暇な御仁でなければ務ま

るまいと思うのだが、然に非ず結構まじめに出席している。宴会の方は同

じ会場で大方同じ顔ぶれで座を濁している。昨日も会い今日も会う。それ

も年配者が多いのは、後継者が居ないからだ。何処も左様らしく、私の町

会でも若手に移りつつあるが商売、勤めのあるうちは無理であろう。それ

も、現在問われている。少子高齢化の成れの果てである。役所仕事の無駄

遣いであり、皺寄せを私たちに。早く止めて俳句に。

2012/2/28　大安
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風
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ば
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長
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た
く
新
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汲
む
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ず
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く
や
レ
モ
ン
絞
り
の
人
差
指



1 5 81 5 9

西
行
忌
水
の
匂
ひ
の
道
を
経
て

西
行
忌
夢
の
つ
づ
き
も
海
の
色

舎
利
塔
へ
春
昼
の
田
を
分
け
て
ゆ
く

父
の
日
や
鴨
足
草
は
崖
に
飽
き



1 6 01 6 1

ゴ
キ
ブ
リ
の
飛
翔
は
ら
り
と
秋
景
色

鶏
頭
の
首
し
め
る
風
こ
れ
か
ら
も

敗
荷
の
隙
間
風
聞
く
結
婚
式

眠
る
山
バ
ス
は
尾
根
に
て
蚕
に
な
る



1 6 21 6 3

四
五
本
で
泣
い
て
笑
つ
て
町
の
芒

値
の
な
い
キ
ャ
ベ
ツ
土
へ
戻
し
て
妻
も
蹴
る

日
か
げ
に
も
倖
せ
枇
杷
は
ず
る
い
花

餅
膨
れ
る
悔
の
か
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
に



1 6 41 6 5

誰
に
で
も
二
重
瞼
の
春
の
水

し
ろ
い
老
後
へ
置
く
鈴
虫
の
手
頃
な
壺

母
の
か
た
ち
に
枯
れ
て
鶏
頭
芯
を
も
つ

足
裏
か
ら
年
ゆ
き
青
き
葉
を
煮
つ
め
る



1 6 61 6 7

枯
野
の
母
と
逢
ふ
煙
草
一
本
の
時
間

マ
ス
ク
し
て
こ
め
か
み
動
く
一
部
始
終

蕗
の
薹
に
逢
ふ
少
年
の
大
き
な
耳

人
の
う
し
ろ
で
慓
へ
て
ば
か
り
豆
の
花



1 6 81 6 9

鯉
の
唇
ひ
か
り
あ
ふ
と
き
落
花
宙

休
み
窯
ざ
ら
ざ
ら
ぬ
け
る
夏
の
蝶

卵
塔
の
寄
り
か
か
り
て
や
今
年
竹

花
火
師
は
生
涯
黒
子
花
火
川



1 7 01 7 1

柿
万
灯
朝
か
ら
𨻶
間
だ
ら
け
の
村

死
神
が
つ
き
鶏
頭
を
ぬ
き
は
じ
む

む
さ
さ
び
飛
ぶ
一
枚
の
航
海
図

赤
松
の
鱗
は
が
し
て
風
邪
を
ひ
く



1 7 21 7 3

孤
児
院
に
望
楼
す
す
き
十
重
二
十
重

三
人
の
癌
の
終
り
の
鳥
総
松

親
知
ら
ず
疼
き
は
じ
め
る
他
郷
の
雪

サ
イ
レ
ン
の
声
を
出
す
犬
た
だ
に
冬



1 7 41 7 5

水
鳥
を
見
る
物
語
つ
ぎ
つ
ぎ
に

棺
の
ぞ
く
目
よ
納
め
雛
か
こ
ま
れ
る

藤
房
の
夜
遊
び
風
の
鬼
あ
そ
び

筍
の
膨
ら
ん
で
ゆ
く
痒
さ
か
な



1 7 61 7 7

げ
ん
げ
田
の
そ
ん
な
絞
り
の
く
す
ぐ
る
過
去

灼
け
し
蟻
も
の
の
は
づ
み
で
憤
る

真
暗
ら
な
口
あ
つ
ま
つ
て
神
輿
も
む

桃
の
芯
充
血
八
月
十
五
日



1 7 81 7 9

灯
台
晩
夏
白
い
煙
草
を
咥
へ
て
去
る

吊
革
に
も
ろ
手
縋
り
の
十
二
月

山
々
に
向
く
死
に
ざ
ま
の
日
向
ぼ
こ

し
だ
れ
桜
は
打
上
花
火
だ
か
ら
だ
か
ら



1 8 01 8 1

桃
が
咲
け
ば
母
の
魂
い
ろ
づ
く
よ

羽
抜
鶏
家
を
選
ば
ず
人
え
ら
ぶ

桃
の
生
ぶ
毛
う
つ
ら
う
つ
ら
と
伊
達
郡

白
昼
夢
た
う
も
ろ
こ
し
の
髪
を
梳
く



1 8 21 8 3

楽
団
野
に
太
鼓
を
下
ろ
す
凶
作
地

石
榴
噛
み
遊
び
ご
こ
ろ
は
尼
僧
ら
も

あ
れ
は
妻
が
誘
ひ
し
短
日
の
喫
茶
店

ゆ
つ
く
り
と
枯
れ
居
り
父
に
今
年
の
火



1 8 41 8 5

雪
し
ん
し
ん
石
佛
笑
む
は
村
の
た
め
に

貘
を
食
ひ
父
よ
り
先
に
枯
れ
て
ゆ
く

梅
一
輪
山
河
い
ち
に
ち
掌
振
る

扇
状
地
に
桃
咲
き
赤
い
ス
ト
指
令



1 8 61 8 7

気
落
と
す
は
ひ
と
り
で
よ
ろ
し
柿
の
花

死
に
支
度
の
ひ
と
つ
句
碑
と
て
緑
蔭
に

夢
の
山
は
い
つ
も
絶
景
梅
雨
き
の
こ

猫
老
い
て
あ
ぢ
さ
ゐ
の
毬
つ
き
に
ゆ
く



1 8 81 8 9

来
し
方
は
風
音
ば
か
り
羽
抜
鶏

蟻
の
列
と
ぎ
れ
し
と
こ
ろ
食
虫
花

霊
安
室
に
父
寝
か
し
つ
け
鈴
虫
真
夜

父
は
こ
ぶ
全
く
知
ら
ぬ
道
が
あ
り



1 9 01 9 1

絵
具
筆
カ
ン
バ
ス
そ
れ
か
ら
菊
を
入
れ
し

星
に
な
つ
た
父
に
手
紙
を
書
い
て
ゐ
る

目
の
な
か
を
川
が
流
れ
る
絵
燈
籠

螢
に
哭
き
い
つ
も
た
て
が
み
持
つ
男



1 9 21 9 3

父
の
居
し
病
室
の
ぞ
き
九
月
尽

父
な
き
冬
折
鶴
は
み
な
翔
つ
て
し
ま
ふ

一
本
の
繩
滅
び
ざ
る
枯
野
の
日

少
年
の
く
ち
紅
け
れ
ば
枯
木
折
る



1 9 41 9 5

冬
送
る
襟
の
狐
か
闇
囲
ひ

少
女
来
て
啓
蟄
の
蟇
う
ら
が
へ
す

木
の
芽
田
楽
ほ
と
け
の
顔
を
し
て
食
べ
る

男
老
ゆ
花
び
ら
翔
た
し
貨
車
翔
た
し



1 9 61 9 7

横
た
へ
て
血
の
濃
き
か
ら
だ
五
月
尽

和
讃
し
み
じ
み
蟻
の
姿
が
見
え
て
来
る

向
日
葵
の
背
に
素
手
の
村
飢
え
て
な
し

滝
を
見
に
ゆ
く
掌
の
白
さ
か
な



1 9 81 9 9

手
花
火
の
手
は
燃
え
し
か
な
影
も
な
し

墓
は
あ
り
け
り
さ
ん
さ
ん
と
雪
降
る
父

死
が
必
要
な
と
き
葉
牡
丹
の
濃
む
ら
さ
き

沈
丁
花
一
行
書
く
や
一
行
消
ゆ



2 0 02 0 1

曖
昧
な
三
尺
先
の
犬
ふ
ぐ
り

郭
公
に
道
が
山
か
ら
降
り
て
く
る

風
の
上
を
風
は
行
く
な
り
泥
鰌
汁

夏
惜
む
あ
ま
た
か
ぐ
ろ
き
タ
ン
カ
ー
見
て



2 0 22 0 3

粥
腹
一
刻
法
師
蟬
鳴
き
じ
や
く
る

松
六
日
ふ
と
こ
ろ
に
濤
う
ち
寄
す
る

起
ち
あ
が
る
寒
濤
だ
け
を
書
い
て
お
く

さ
く
ら
咲
き
箱
根
八
里
の
一
里
ゆ
く



2 0 42 0 5

霧
の
世
を
僧
形
の
杉
出
入
り
す

裏
山
へ
佛
も
つ
つ
じ
遊
び
せ
む

ど
く
だ
み
親
し
真
白
き
父
の
日
な
り
け
り

光
り
つ
つ
遠
の
く
も
の
を
蟻
と
見
し



2 0 62 0 7

夏
蝶
の
驚
き
や
う
を
学
び
け
り

十
薬
の
白
よ
り
く
ら
き
も
の
も
な
し

み
佛
は
も
と
よ
り
薄
着
額
の
花

朝
涼
や
華
燭
に
も
似
て
袈
裟
選
び



2 0 82 0 9

蓮
咲
く
や
嘴
だ
け
を
う
ご
か
せ
る

螢
呼
ぶ
唇
に
火
を
つ
け
亜
老
年

冷
め
た
か
り
し
指
現
は
れ
つ
螢
の
夜

雲
水
の
旅
立
ち
は
濃
し
灸
花



2 1 02 1 1

十
六
夜
や
凭
れ
る
柱
あ
り
て
こ
そ

菊
人
形
い
ち
に
ち
立
て
ば
人
臭
し
　
　
　
　
　
　
　

堀
内
一
郎
句
集
　
　
終



2 1 22 1 3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

思
い
出
す
ま
ま
に

　
　
雪
の
日
に
生
れ
し
吾
れ
に
さ
か
の
ぼ
る	

　
　
堀
内
一
郎

　
こ
の
句
文
集
の
著
者
堀
内
一
郎
さ
ん
（
わ
た
し
は
こ
う
よ
び
か
け
て
ゐ
た
の
で
）
は
大
正
十
五
年

三
月
二
十
日
生
れ
。
そ
の
日
は
春
の
雪
が
降
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
一
郎
さ
ん
は
降
る
雪
を
み
る
と
生

れ
た
頃
の
懐
か
し
い
感
情
が
蘇
る
と
い
う
。
一
〇
三
頁
の
写
真
は
そ
れ
か
ら
数
ヶ
月
経
っ
た
写
真
の

よ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
え
ば
生
母
の
裂
け
た
写
真
を
持
っ
て
こ
ら
れ
見
や
す
く
し
て
く
れ
と
頼
ま
れ

た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　
わ
た
し
が
俳
句
を
は
じ
め
て
『
水
音
』
と
い
う
句
会
に
誘
わ
れ
た
の
は
た
し
か
十
八
の
こ
ろ
。
文

中
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
武
井
石
艸
画
伯
が
主
宰
者
で
あ
る
。そ
の
句
会
に
一
郎
さ
ん
は
お
ら
れ
た
。

わ
た
し
は
そ
れ
か
ら
い
く
つ
か
の
俳
句
結
社
を
あ
る
い
た
が
、
い
つ
も
一
郎
さ
ん
が
傍
に
い
て
く
れ

た
。
一
郎
さ
ん
の
生
前
中
は
わ
た
し
と
幾
つ
違
い
か
意
識
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
文
章
を
書



2 1 42 1 5

い
て
い
て
一
回
り
以
上
歳
が
離
れ
て
い
た
と
知
り
驚
い
た
。
も
っ
と
年
が
離
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て

い
た
。
十
代
の
わ
た
し
に
し
て
は
『
水
音
』
句
会
の
メ
ン
バ
ー
は
年
寄
ば
か
り
に
見
え
た
。
見
え
た

だ
け
で
実
際
は
酒
を
飲
ん
で
気
に
く
わ
け
れ
ば
喧
嘩
も
辞
さ
ぬ
方
々
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
中
で

も
一
郎
さ
ん
は
三
十
台
と
年
が
近
か
っ
た
の
で
親
身
に
交
際
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
後
年
、
結
婚
式
の
司
会
を
し
て
頂
き
、
子
供
が
生
れ
れ
ば
二
人
の
名
付
親
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
。

長
女
の
時
は
早
く
結
婚
す
る
名
だ
と
い
は
れ
た
。
余
計
な
こ
と
を
す
る
名
だ
な
あ
と
そ
の
時
は
思
っ

た
が
、
今
は
二
人
と
も
結
婚
を
し
子
宝
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。
一
郎
兄
の
お
陰
だ
と
今
も
感
謝
し
て

い
る
。

　『
水
音
』
で
覚
え
た
の
は
俳
句
ば
か
り
で
は
な
い
。
酒
や
山
歩
き
も
こ
こ
で
覚
え
た
。
九
八
ペ
ー

ジ
の
那
須
の
温
泉
の
話
を
読
ん
で
び
っ
く
り
し
た
。
わ
た
し
は
た
だ
行
っ
た
と
い
ふ
事
し
か
記
憶
し

て
い
な
い
の
だ
が
、
一
郎
さ
ん
は
隅
々
ま
で
覚
え
て
お
ら
れ
そ
の
記
憶
力
に
は
た
だ
た
だ
驚
い
た
。

こ
の
記
憶
力
が
全
編
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
楽
し
み
に
読
ま
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
文
中
こ
れ
ま
た
何
度
か
書
か
れ
て
い
る
が
、
毎
日
新
聞
の
俳
句
コ
ラ
ム
欄
を
精
読
さ
れ
て
い
た
。

私
の
句
も
採
り
あ
げ
て
欲
し
い
も
の
だ
と
ふ
と
呟
か
れ
た
。『
あ
を
』
十
周
年
記
念
品
に
会
員
ひ
と

り
ひ
と
り
に
限
定
一
部
で
句
集
を
刊
行
し
た
。

　
　
　
天

井

の

分

だ

け

畳

明

易

し
　

　
わ
た
し
は
こ
の
句
が
大
好
き
で
句
集
名
を
『
畳
』
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
限
定
一
部
で
は
あ
る

が
一
部
追
加
し
、
筆
者
で
あ
る
坪
内
稔
典
先
生
に
お
送
り
し
た
。
あ
る
日
、
一
郎
さ
ん
か
ら
自
分
の

句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
電
話
が
あ
っ
た
。
早
速
図
書
館
に
出
か
け
て
新
聞
紙
上
で
確
か
め
う
れ
し

く
な
っ
た
。

　「
毎
日
新
聞
」　
二
〇
一
二
年
八
月
十
九
日
　〝
季
語
刻
々
〟
よ
り

　
朝
夕
の
水
を
掴
み
て
母
の
夏
　
　
　
　
堀
内
　
一
郎

 

　「
水
を
掴
み
て
」
が
い
い
な
あ
。
水
仕
事
を
し
て
い
る
母
の
手
が
生
き
生
き
と
見
え
る
。

句
集「
畳
」か
ら
引
い
た
が
、「
母
逝
き
て
茄
子
の
し
ぎ
焼
一
度
だ
に
」も
こ
の
句
集
に
あ
る
。

母
は
茄
子
の
し
ぎ
焼
き
が
得
意
だ
っ
た
の
か
。

 

　
そ
う
い
え
ば
、
水
仕
事
と
か
水
仕
と
い
う
言
葉
を
あ
ま
り
耳
に
し
な
く
な
っ
た
。
水

に
触
ら
な
い
で
料
理
や
洗
濯
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
か
。



2 1 62 1 7

　『
一
郎
つ
れ
づ
れ
』
は
二
〇
一
二
年
二
月
で
終
っ
て
い
る
の
で
こ
の
こ
と
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

　
扉
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
演
奏
し
て
い
る
一
郎
さ
ん
の
写
真
が
あ
る
。中
野
区
上
高
田
に
あ
る『
カ
フ
ェ

傳
』
と
い
う
喫
茶
店
で
一
日
に
二
回
の
演
奏
会
を
催
し
た
時
の
も
の
で
す
。
本
当
に
和
や
か
な
楽
し

い
会
で
あ
り
ま
し
た
。
知
っ
て
い
る
童
謡
や
小
学
唱
歌
が
次
々
演
奏
さ
れ
、
中
に
は
一
緒
に
く
ち
ず

さ
む
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
後
日
、
八
田
木
枯
さ
ん
が
も
う
終
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
と
日
に
ち
の

記
憶
違
い
を
残
念
が
っ
て
お
ら
れ
た
。
句
会
に
出
句
さ
れ
た「
ハ
モ
ニ
カ
の
少
年
に
秋
い
く
そ
た
び
」

を
色
紙
に
揮
毫
し
て
い
た
だ
き
お
届
し
た
。
ハ
モ
ニ
カ
の
好
き
な
少
年
に
も
秋
が
何
回
訪
れ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
、
と
い
う
句
意
で
あ
る
。
翻
っ
て
み
れ
ば
、
ハ
モ
ニ
カ
を
演
奏
す
る
一
郎
さ
ん
は
い
つ
も

少
年
に
戻
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
見
返
し
の
数
字
譜
は
一
郎
さ
ん
の
自
筆
で
す
。
戲
れ
に
一
郎
さ
ん

が
ら
い
た
だ
い
た
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
な
ぞ
る
の
だ
が
上
手
く
い
か
な
い
。

　
　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
故
郷
と
は
ハ
ー
モ
ニ
カ

　
陰
日
向
と
無
く
近
く
に
い
て
く
れ
た
一
郎
さ
ん
が
二
〇
一
三
年
三
月
五
日
逝
か
れ
た
。
そ
の
お
葬

式
の
喪
主
の
ご
挨
拶
に
「
妹
が
最
後
の
面
倒
を
す
べ
て
見
て
く
れ
た
」
と
い
う
感
謝
の
ご
挨
拶
を
聞

い
た
。
葬
式
の
帰
り
な
の
に
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
暖
か
い
も
の
に
つ
つ
ま
れ
て
帰
っ
て
き
た
こ
と

も
あ
た
ら
し
い
。

　
わ
た
し
が
好
き
で
短
冊
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
句
に

　
　
満
月
に
子
を
置
き
石
鹸
と
り
に
帰
る

が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
か
ら
こ
の
句
が
一
層
好
き
に
な
っ
た
。

　
そ
の
敬
子
さ
ん
と
こ
の
『
一
郎
つ
れ
づ
れ
』
の
お
手
伝
い
が
出
来
る
こ
と
は
望
外
な
喜
び
で
あ
る
。

　
わ
た
し
は
ど
う
も
〝
死
〟
と
い
う
も
の
の
つ
き
あ
い
方
が
下
手
で
あ
る
。
葬
式
す
ら
い
ま
だ
に
慣

れ
な
い
。
受
入
れ
た
く
な
い
と
い
う
も
の
が
体
に
潜
ん
で
い
る
の
か
、
生
と
死
の
境
目
が
は
っ
き
り

し
な
い
。
で
、
わ
た
し
が
生
き
て
い
る
間
は
み
な
生
き
て
い
る
と
思
っ
て
暮
し
て
い
る
。
生
き
て
い

る
の
だ
か
ら
父
母
の
法
事
も
ほ
っ
た
ら
か
し
で
あ
る
。

　
一
郎
さ
ん
は
よ
く
バ
イ
ク
で
尋
ね
て
こ
ら
れ
た
。｢

オ
イ
！
ト
イ
レ
貸
し
て
く
れ｣

と
今
で
も
ふ

と
そ
ん
な
気
に
な
る
と
き
が
あ
る
。

　
　
二
〇
一
四
年
師
走

�

佐
藤
喜
孝
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大正 15 年 3 月 20日	 東京に生る
昭和 20 年		  福岡県矢吹町にて
			   『濱』同人野木杏青の指導を受く
昭和 27 年		  『かまつか』入会
昭和 29 年		  『かまつか』同人
昭和 35 年		  『暖流』入会
昭和 46 年		  現代俳句協会会員
昭和 56 年		  堀内一郎俳句集（八幡船社）出版
平成 3 年		  三人句集『緑蔭』（東研株式会社）出版
平成 9 年		  『暖流』終刊。『萱』創刊に参画
平成 13 年		  『あを』入会
平成 16 年		  『わすれぐさ』（随筆集）出版
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平成 25 年		  3 月 5 日　永眠
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発
行
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